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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2020 年度） 

問１ 次の文の  ⑥  に当てはまる語句を書きなさい。 

(6) 図１のように，物体が凸レンズと焦点との間にあるとき，凸レンズをのぞくと，物体より大きな像が実際

と同じ向きに見える。このような像を  ⑥  という。 

図１  

問７ 図３のように，底面積が２ｍ2の円柱を水平面に置いたとき，円柱が水平面におよぼす圧力は 150Paであ

った。このときの円柱にはたらく重力の大きさは何Ｎか，書きなさい。 

図３  

 

問１ (6)  

問７   Ｎ 

 

問１ (6) 虚像 

問７ 300 Ｎ 

 

問１ (6) 物体が焦点と凸レンズの間にあるとき，凸レンズ側からのぞくと，実物よりも大きく向きの同じ虚像が

見える。 

問７ 圧力〔Ｐａ〕＝
力の大きさ〔Ｎ〕

  力がはたらく面積〔ｍ2〕
より，力の大きさを xとすると，150〔Ｐａ〕＝

x〔Ｎ〕

  ２〔ｍ2〕
となるので，x＝

300〔Ｎ〕である。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2020 年度） 

問３ あるばねにいろいろな質量のおもりをつるして，ばねののびを

測定した。右の図は，測定した結果をもとに，ばねののびが，ば

ねに加える力の大きさに比例する関係を表したものである。次の

ア，イに答えなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力

の大きさを１Ｎとする。 

ア 下線部のような関係を表す法則を何というか，書きなさい。 

イ ばねののびが 2.8cmのとき，つるしたおもりの質量は何ｇか，

求めなさい。  

 

問３ 
ア   

イ   ｇ 

 ｇ 
 

問３ 
ア フックの法則 

イ 35 ｇ 

ｇ  

問３ イ…ばねののびが 2.8cmのときのつるしたおもりの質量を x〔Ｎ〕とすると，フックの法則より， 

4.0〔㎝〕：2.8〔㎝〕＝0.50〔Ｎ〕：x〔Ｎ〕より，x＝0.35〔Ｎ〕となる。質量 100ｇの物体にはたらく重力の

大きさを１Ｎとするので，0.35Ｎの重力がはたらくおもりの質量は 35ｇとなる。 
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【過去問 3】 

ゆきこさんは，深く積もった雪の上をスキーですべり，止まったときにスキー板を脱いだところ，足が深くし

ずんで歩きにくいことを経験しました。その理由を調べるため，次のような実験を行いました。これについて，あ

との問１～問４に答えなさい。 

（岩手県 2020 年度） 

疑 問 

 スキー板をはいていないとき，スキー板をはいたときよりも足がしずむのはなぜだろう。 

予 想 

 質量が同じなのに，足が雪にしずむ深さが変化するのは，スキー板と靴では，雪に接する面積が異

なるからである。 

実 験 

 図Ⅰのように，いずれも質量３kgの直方体Ｐと直方体Ｑ，底面積が大きい直方体のスポンジを用意

した。 

図Ⅰ 

 

 図Ⅱのように，スポンジに直方体Ｐを乗せ，台ばかりで重さをはかった。 

 図Ⅲのように，スポンジに直方体Ｐを乗せ，面Ａ，面Ｂ，面Ｃをそれぞれ下にしたときに，スポン

ジがしずんだ深さを測定した。 

 直方体Ｐと同様に，直方体Ｑについても，面Ｄ，面Ｅ，面Ｆをそれぞれ下にしたときに，スポンジ

がしずんだ深さを測定した。 

  ，  の結果を表にまとめた。 

図Ⅱ 図Ⅲ 

  

表 
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問１  で，直方体Ｐの面Ａ，面Ｂ，面Ｃを下にしたときに台ばかりが指す，それぞれの目盛りはどうなりま

すか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 面Ａが底面のときが最も大きい値になる。 

イ 面Ｂが底面のときが最も大きい値になる。 

ウ 面Ｃが底面のときが最も大きい値になる。 

エ 面Ａ，面Ｂ，面Ｃのどれが底面でも同じ値になる。 

問２ 右の図中の矢印は，  で，面Ａを下にして，面Ｃの側から見

た直方体Ｐにはたらく重力を示しています。このとき，直方体Ｐ

にはたらく垂直抗力はどのようになりますか。作用点を  で図

にかき入れ，その作用点から垂直抗力の矢印（  ）をかき

なさい。  

問３  ，  で，直方体の底面の面積と，スポンジがしずんだ深さの関係をグラフに表すとどのようになりま

すか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問４ ゆきこさんがスキー板をはいて片方の足で雪の上に立つと，5.0cm雪にしずみました。ゆきこさんがスキ

ー板をぬぎ，靴のまま片方の足で雪の上に立つと，どれくらい雪にしずむと考えられますか。実験の結果を

もとに，次の数値を用いて計算し，答えを数字で書きなさい。ただし，スキー板の質量は考えないものとし

ます。 

スキー板の底面積（cm2） 1470 

靴の底面積（cm2） 350 

 

問１  

問２ 

 

問３  

問４   cm 
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問１ エ 

問２ 

 

問３ イ 

問４ 21cm 

 

問１ 台ばかりは重さをはかる器具なので，物体の形や下にする面は関係なく，重さが同じであれば同じ値を示す。 

問２ 傾きのない場所に物体を置いたときの垂直抗力は，重力の大きさに等しい。よって，垂直抗力の矢印の長さ

が，重力が示す矢印の長さと等しくなるようにかく。 

問３ スポンジがしずんだ深さは，スポンジに対する物体の圧力を表しており，圧力は力のはたらく面積に反比例

することが表の数値からわかる。したがって，反比例のグラフであるイが適当である。 

問４ 圧力〔Ｐａ〕＝
 力の大きさ〔Ｎ〕

  力のはたらく面積〔ｍ2〕
より，力の大きさにあたるゆきこさんの体重は一定なので， 

 靴で雪の上に立ったときの圧力は，スキー板で雪の上に立ったときの圧力の，1470÷350＝4.2〔倍〕である。

よって，靴で雪の上に立ったときにしずんだ深さは，5.0×4.2＝21〔cm〕と考えられる。 
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【過去問 4】 

純さんは，生活日誌に書きとめた疑問を次のようにノートに整理し，資料を調べたり，実験を行ったりした。

下の問いに答えなさい。 

（秋田県 2020 年度） 

 

問４ 実験Ⅱを終え，カーブミラーのつくりに興味をもった純さんは，カーブミラーが

図６のように中央部分がふくらんだ鏡になっていることに気づき，その理由を調べ

るため，実験Ⅲ，Ⅳを行った。 

図６ 

  

【実験Ⅲ】図７のように，鏡Ａ～Ｃ，物体Ｄ，Ｅ，板を置き，Ｆ点から鏡を見たところ，Ｄ，Ｅは鏡にう

つらず見えなかった。ただし，Ｆ点からＤ，Ｅは直接見えないものとする。 

【実験Ⅳ】図７の状態から，図８

のようにＡとＣに角度をつ

けてカーブミラーに見立て

た。その後，Ｆ点から鏡を見

ると，Ｄ，Ｅは鏡にうつって

見えた。 

図７ 図８ 

  
 

① 図９は，図８の一部である。Ｅからの光が鏡で反射してＦ点に届くまでの

光の進む道筋を，図９にかきなさい。 

② 純さんは，カーブミラーの中央部分がふくらんでいる理由を次のようにま

とめた。まとめが正しくなるように，Ｙに当てはまる内容を書きなさい。 

実験Ⅲ，Ⅳから，カーブミラーの中央部分がふくらんでいるのは， 

  Ｙ   ためといえる。 

図９ 
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問４ 

① 

 図９ 

 

②  

 

問４ 

① 

 図９ 

 

② 
例 

鏡にうつる範囲が広くなるようにする 

 

問４ ① 右の図のように，鏡Ｃの表面を示す直線に対して物体Ｅの位置と線対称の

Ｅ'を考える。このとき，直線Ｅ'Ｆと鏡Ｃの表面が交わる点で光は反射している

ので，Ｅとこの点を直線でむすぶ。 

② 図７に対し，①の解説のようにＥ'を鏡Ｃの表面に対して線対称の位置にと

り，Ｅ'とＦ点をむすぶと，直線Ｅ'Ｆと鏡Ｃの表面が交わる点が生じない。こ

れは，Ｆ点からは物体Ｅが鏡にうつらないことを意味する。すなわち，図７

のように鏡が平らな場合に比べ，カーブミラーのように中央部分がふくらん

でいると，図８のようにＤやＥが見えるので，鏡にうつる範囲が広くなるこ

とがわかる。このことは，カーブミラーの数が限られていても，１つあたり

のうつる範囲を広くできる点で役立っている。 
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【過去問 5】 

ばねののびと力の大きさの関係を用いて，浮力に

ついて調べるため，次の実験１，２を行った。なお，

質量が 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎ

とする。また，糸はのび縮みせず，質量と体積は無視

できるものとする。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2020 年度） 

【実験１】 

図１のように，質量 10ｇのおもりを１個つる

した。さらに，おもりを１個ずつ増やし，５個に

なるまで，ばねののびをそれぞれ測定した。グラ

フ１はその結果を表したものである。 

図１ グラフ１ 
  

【実験２】 

質量が 100ｇで体積の異なるおもりＡ，Ｂを用

意し，実験１と同じばねを用いてそれぞれつる

した。その後，図２のように，台を上げながら，

おもりを水に入れ，水面からおもりの下面まで

の深さと，そのときのばねののびをそれぞれ測

定した。グラフ２は，その結果を表したものであ

る。なお，実験は，下面までの深さが５㎝になる

まで行い，おもりが容器の底につくことはなか

った。 

図２ グラフ２ 

  

問１ 次は，実験１についてまとめたものである。 ａ  にあてはまる語を書きなさい。 

グラフ１より，おもりの個数が増えるほど，ばねがおもりから受ける力は大きくなり，ばねののびも大

きくなる。ばねののびが，ばねが受ける力の大きさに比例する関係を  ａ  の法則という。 
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問２ 実験２について，次の問いに答えなさい。 

(1) 次は，結果から考えられることをまとめたものである。 ｂ  ， ｃ  にあてはまる言葉の組み合わせ

として適切なものを，あとのア～カから一つ選び，記号で答えなさい。 

グラフ２より，水中におもり全体が入ると，ばねののびは一定になり，このときのばねののびの違いか

ら，おもりＡよりおもりＢの方が体積が  ｂ  ことがいえる。また，水中におもり全体が入ったあとの

浮力の大きさは  ｃ  ことがいえる。 

ア ｂ 大きい ｃ 深いほど大きくなる イ ｂ 小さい ｃ 深いほど大きくなる 

ウ ｂ 大きい ｃ 深いほど小さくなる エ ｂ 小さい ｃ 深いほど小さくなる 

オ ｂ 大きい ｃ 深さに関係しない カ ｂ 小さい ｃ 深さに関係しない 

(2) 水中におもり全体が入ったあと，おもりを横から見たときの，おもりにはたらく水圧の向きと大きさを矢

印で表した模式図として最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 

    

(3) 水中におもりＡ全体が入ったとき，おもりＡにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。小数第２位を四捨五入し，

小数第１位まで求めなさい。 

 

問１  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)   Ｎ 

 

問１ フック 

問２ 

(1) カ 

(2) イ 

(3) 0.4 Ｎ 

 

問２ (1) グラフ２より，浮力は，水中にある物体の体積に比例して大きくなることがわかる。物体全体が水中に入

ったあとの浮力は一定になる。 

(2) 水圧は水の深さに比例して大きくなるため，物体の上面にかかる水圧より，下面にかかる水圧が大きくな

る。この水圧の差で生じるのが浮力である。 

(3) (1)より，水中におもりＡ全体が入ったのは，グラフ２中のおもりＡを表すグラフが一定になったときであ

る。よって，そのときのばねの長さが 10cm であることから，おもりＡにはたらく浮力の大きさは，ばねの

のび 16－10＝６〔cm〕分の力に相当する。グラフ１より，ばねののびはおもり５個（0.5Ｎ）で８㎝なので，

ばねののび６cm分の力を xとすると，0.5：８＝x：６ x＝0.375〔Ｎ〕より，小数第２位を四捨五入して 0.4

Ｎとなる。 
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【過去問 6】 

次の実験について，問１～問５に答えなさい。ただし，ばねと糸の質量や体積は考えないものとする。また，

質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

（福島県 2020 年度） 

実 験 

ばねとてんびんを用い，物体の質量や物体にはたらく

力を測定する実験を行った。 

グラフは，実験で用いたばねを引く力の大きさとばね

ののびの関係を表している。 

実験で用いたてんびんは．支点から糸をつるすところ

までの長さが左右で等しい。 

Ⅰ 図１のように，てんびんの左側にばねと物体Ａを

つるし，右側に質量 270ｇのおもりＸをつるしたとこ

ろ，てんびんは水平につりあった。 

グラフ 

 

Ⅱ Ⅰの状態から，図２のように，水の入っ

た水槽を用い，物体Ａをすべて水中に入れ，

てんびんの右側につるされたおもりＸを，

質量 170ｇのおもりＹにつけかえたところ，

てんびんは水平につりあった。このとき，物

体Ａは水槽の底から離れていた。 

図１ 図２ 

  

Ⅲ 物体Ａを水槽から出し，おもりＹを物体Ａと同じ質量で，体積が物体

Ａより小さい物体Ｂにつけかえ，Ⅱで用いた水槽よりも大きな水槽を用

い，物体ＡとＢ両方をすべて水中に入れた。すると，図３のように，て

んびんは物体Ｂの方に傾いた。このとき，物体Ｂは水槽の底につき，物

体Ａは水槽の底から離れていた。 

図３ 

 

問１ 次の文は，ばねを引く力の大きさとばねののびの関係について述べたものである。    にあてはまる

ことばを書きなさい。 

ばねを引く力の大きさとばねののびの間には比例関係がある。このことは，発表したイギリスの科学者

の名から，    の法則と呼ばれている。 

問２ Ⅰについて，このときばねののびは何 cmか。求めなさい。 
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問３ 月面上で下線部の操作を行うことを考え

る。このとき，ばねののびとてんびんのよう

すを示したものの組み合わせとして適切なも

のを，次のア～カの中から１つ選びなさい。

ただし，月面上で物体にはたらく重力の大き

さは地球上の６分の１であるとする。 

 

 ばねののび てんびんのようす 

ア 地球上の６分の１ 物体Ａの方に傾いている 

イ 地球上の６分の１ おもりＸの方に傾いている 

ウ 地球上の６分の１ 水平につりあっている 

エ 地球上と同じ 物体Ａの方に傾いている 

オ 地球上と同じ おもりＸの方に傾いている 

カ 地球上と同じ 水平につりあっている 

   

問４ Ⅱについて，このとき物体Ａにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。求めなさい。 

問５ Ⅲについて，てんびんが物体Ｂの方に傾いた理由を，体積，浮力という２つのことばを用いて書きなさい。 

 

問１  

問２   cm 

問３  

問４   Ｎ 

問５  

 

問１ フック 

問２ 5.4 cm 

問３ ウ 

問４ １ Ｎ 

問５ 
水中にある体積は物体Ｂの方がＡよりも小さいため，物体Ｂにはたら

く浮力がＡよりも小さいから。 

 

問２ グラフから，このばねは１Ｎの力で引かれると２cmのびるとわかる。270ｇのおもりをつるすと，ばねはおも

りにはたらく重力の大きさと同じ 2.7Ｎの力で引かれるので，ばねののびを xcmとすると，１：２＝2.7：x x

＝5.4〔cm〕である。 

問３ ばねにはたらく力の大きさが６分の１になるので，ばねののびも６分の１になる。てんびんにつるされた物

体とおもりにはたらく力の大きさは，月面上ではともに６分の１になるため水平につりあう。 

問４ 質量 170ｇのおもりＹには，1.7Ｎの重力がはたらく。よって，物体Ａには下向きの重力（2.7Ｎ）と，ばねに

引かれる力（おもりＹにはたらく重力と同じ 1.7Ｎ）と浮力がはたらき，これらがつりあっているので，浮力

の大きさは 2.7－1.7＝1.0〔Ｎ〕となる。 

問５ 質量が同じ２つの物体ＡとＢにはたらく重力の大きさは等しいが，体積が大きいＡの方がはたらく浮力が大

きく，体積が小さいＢにはたらく浮力はＡよりも小さいことが考えられる。一般に，体積が大きい物体ほど，

はたらく浮力の大きさも大きい。 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2020 年度） 

問２ 図１に示すような物体Ａ～Ｄ，軽い板ａ～ｄを用意した。図２のように，スポンジの上に板ａを水平にの

せ，その上に物体Ａを置き，ものさしでスポンジのへこみをはかった。 

 スポンジのへこみが図２のときと同じ値になる物体と板の組み合わせとして正しいものを，下のア～エ

の中から一つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，いずれの場合も板の重さは無視でき，板はスポンジ

の上からはみ出たり，傾いたりすることはなく，スポンジのへこみは，圧力の大きさに比例するものとする。 

図１  図２  

ア 物体Ｂと板ｂ イ 物体Ｂと板ｃ ウ 物体Ｃと板ｄ エ 物体Ｄと板ｄ 

 

問２  

 

問２ エ 

 

問２ 図２のときは物体Ａの質量が 432ｇで板ａの面積が３×６＝18〔cm2〕なので，100ｇの物体にはたらく重力を

１Ｎとした場合，スポンジに加わる圧力は 4.32〔Ｎ〕÷0.0018〔ｍ2〕＝2400〔Pa〕となる。ア～エでも同様

に圧力を求め，2400Paとなる組み合わせを選べばよい。 

 ア(Ｂとｂ) イ(Ｂとｃ) ウ(Ｃとｄ) エ(Ｄとｄ) 

物体にはたらく重力〔Ｎ〕 6.24 6.24 7.20 8.64 

板の面積〔ｍ2〕 0.0024 0.0030 0.0036 0.0036 

圧力〔Pa〕 2600 2080 2000 2400 

  なお，この表のようにすべてを計算して求めてもよいが，物体Ｄにはたらく重力の大きさは物体Ａのちょ

うど２倍，板ｄの面積も板ａのちょうど２倍であることに着目すると，計算式中で割られる数も割る数もど

ちらも２倍なので，エの結果が問題の設定の場合と一致することは明らかである。 

 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2020 年度 

14 

【過去問 8】 

物体にはたらく浮力の性質を調べるために，次の実験(1)，(2)，(3)，(4)を順に行った。 

(1) 高さが 5.0cm で重さと底面積が等しい直方体の容

器を二つ用意した。容器Ｐは中を
から

空にし，容器Ｑは

中を砂で満たし，ふたをした。ふたについているフ

ックの重さと体積は考えないものとする。図１のよ

うに，ばねばかりにそれぞれの容器をつるしたとこ

ろ，ばねばかりの値は右の表のようになった。 

図１ 

 

 

(2) 図２のように，容器Ｐと容器Ｑを水が入った水そ

うに静かに入れたところ，容器Ｐは水面から 3.0cm

沈んで静止し，容器Ｑはすべて沈んだ。 

図２ 

 

(3) 図３のように，ばねばかりに容器Ｑを取り付け，

水面から静かに沈めた。沈んだ深さｘとばねばかり

の値の関係を調べ，図４にその結果をまとめた。 

図３ 図４ 

  

(4) 図５のように，ばねばかりにつけた糸を，水そう

の底に固定してある滑車に通して容器Ｐに取り付

け，容器Ｐを水面から静かに沈めた。沈んだ深さｙ

とばねばかりの値の関係を調べ，図６にその結果を

まとめた。ただし，糸の重さと体積は考えないもの

とする。 

図５ 図６ 

  

このことについて，次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2020 年度） 

問１ 実験(2)のとき，容器Ｐにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。 

問２ 実験(3)で，容器Ｑがすべて沈んだとき，容器Ｑにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。 

問４ 実験(1)から(4)の結果からわかる浮力の性質について，正しく述べている文には○を，誤って述べている

文には×をそれぞれ書きなさい。 

① 水中に沈んでいる物体の水面からの深さが深いほど，浮力が大きくなる。 

② 物体の質量が小さいほど，浮力が大きくなる。 

③ 物体の水中に沈んでいる部分の体積が大きいほど，浮力が大きくなる。 

④ 水中に沈んでいく物体には，浮力がはたらかない。 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2020 年度 

15 

 

問１   Ｎ 

問２   Ｎ 

問４ 

①   

②   

③   

④   

 

問１ 0.30 Ｎ 

問２ 0.50 Ｎ 

問４ 

① × 

② × 

③ ○ 

④ × 

 

問１ 実験(2)のとき，容器Ｐは水に浮いているので，容器Ｐにはたらく重力と浮力はつり合っている。表より，容

器Ｐにはたらく重力は 0.30Ｎであるので，浮力の大きさも 0.30Ｎとなる。 

問２ 実験(3)の図４において，ばねばかりの値として測定される浮力の大きさが一定となるとき，すなわち，水面

からの深さが 5.0cmより深くなるとき，容器Ｑはすべて水に沈んでいる。このとき，ばねばかりの値は 5.00Ｎ

から 4.50Ｎまで 0.50Ｎだけ小さくなっており，この値が容器Ｑにはたらく浮力の大きさとなる。 

問４ ①…実験(3)において，水面からの深さが 5.0cmより深くなっても，浮力は 0.50Ｎで一定であるから，物体が

すべて水中に沈んで以降は，水面からの深さは，浮力の大きさに関係しないことがわかる。よって，誤りであ

る。②…実験(4)において，容器Ｐにはたらく重力と糸が引く力の合力が，浮力につり合っている。図５におい

て，水面からの深さが 5.0cm より深くなったとき，容器Ｐにはたらく重力 0.30Ｎと糸を引く力であるばねば

かりの値 0.20Ｎの和は 0.50Ｎであり，容器Ｐには質量が異なる容器Ｑと同じ浮力がはたらいている。よって，

誤りである。③…実験(3)の図４において，水面からの深さが 5.0cmまでは，容器Ｐが水中に沈む体積が大きく

なるにつれて浮力が大きくなり，ばねばかりの値が小さくなることを表している。よって，正しい。④…実験

(2)では容器Ｑが水に沈むが，実験(3)では容器Ｑにはたらく浮力を測定できたことから，物体が水に沈むときに

は浮力がはたらいていないのではなく，物体にはたらく浮力の大きさを，物体にはたらく重力の大きさが上回

っていることがわかる。よって，誤りである。 
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【過去問 9】 

ＧさんとＭさんは，物体にはたらく力と圧力について調べるために，次の実験を行った。後の問１～問３に答

えなさい。 

（群馬県 2020 年度） 

[実験１] 

図Ⅰのような物体Ｘと物体Ｙを用意した。物体Ｘ，Ｙはともに直方体

で，それぞれの重さと面の面積は次のとおりである。 

・物体Ｘ：重さ１Ｎ，面Ｐの面積２cm2，面Ｑの面積４cm2 

・物体Ｙ：重さ２Ｎ，面Ｒの面積５cm2，面Ｓの面積 10cm2 

図Ⅱのように，物体Ｘ，Ｙをそれぞれスポンジの上にのせたとき，ス

ポンジがへこむ深さを調べた。 

図Ⅰ 

 

問１ スポンジが最も深くへこむのはどれか，次のア～エから選びな

さい。 

ア 物体Ｘを，面Ｐを下にして，スポンジの上にのせる。 

イ 物体Ｘを，面Ｑを下にして，スポンジの上にのせる。 

ウ 物体Ｙを，面Ｒを下にして，スポンジの上にのせる。 

エ 物体Ｙを，面Ｓを下にして，スポンジの上にのせる。 

図Ⅱ 

 

[実験２] 

(A) ばねにつるすおもりの重さを変えて，図Ⅲのように

ばねののびを測定した。図Ⅳは，ばねにつるすおもりの

重さとばねののびの関係をグラフに表したものである。

ただし，ばねの重さは考えないものとする。 

図Ⅲ 図Ⅳ 
  

(B) (A)で用いたばねと同じばねを用いて，ある重さの物

体をばねにつるし，台ばかりの上に静かにのせ，図Ⅴの

ように，ばねののびがなくなるまで，ゆっくりおろして

いった。図Ⅵは，台ばかりの示す値とばねののびの関係

をグラフに表したものである。 

図Ⅴ 図Ⅵ 
  

問２ 次の①，②の問いに答えなさい。 

① 図Ⅵのグラフから分かる，台ばかりの示す値とばねののびの関係について，簡潔に書きなさい。 
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② 次の文は，実験２の結果について，ＧさんとＭさんが交わした会話の一部である。文中の  ａ  ～ 

 ｃ  に当てはまる数値を書きなさい。また， ｄ  に当てはまる文を，「合力」という語を用いて，簡潔

に書きなさい。 

Ｇさん：図Ⅳと図Ⅵから，ばねののびが 2.5cm のとき，ばねにはたらく力は  ａ  Ｎになって，台ばかり

が示す値は  ｂ  Ｎになるね。 

Ｍさん：そうだね。ばねののびが５cmのときも，同様に値が分かるね。 

Ｇさん：あれ，ばねののびが 2.5cm と５cm で違うのに，ばねにはたらく力と台ばかりの示す値を足してみ

ると，どちらも同じ値になるね。 

Ｍさん：本当だ。この物体にはたらく重力は  ｃ  Ｎだよね。 

Ｇさん：物体には，重力，ばねが物体を引く力，台ばかりが物体を押す力の３つの力がはたらいているから，

これら３つの力に着目すると，      ｄ       という関係がありそうだね。 

問３ 実験２(B) で用いた物体の代わりに，実験１で用いた重さが１Ｎの物体Ｘを，面積２cm2の面を下にしてば

ねにつるし，実験２(B) と同じ操作を行った。同様に，実験１で用いた重さが２Ｎの物体Ｙを，面積 10cm2の

面を下にしてばねにつるし，実験２(B) と同じ操作を行った。このとき，次のａ，ｂで表されるグラフとして

最も適切なものを，下のア～エからそれぞれ選びなさい。 

ａ 横軸を台ばかりが物体から受ける力としたときの，ばねののびを表すグラフ 

ｂ 横軸を台ばかりが物体から受ける圧力としたときの，ばねののびを表すグラフ 

ア イ ウ エ 

    

 

問１  

問２ 

①  

② 

ａ  ｂ  ｃ  

ｄ  

問３ ａ 

Ａ 

 ｂ  
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問１ ア 

問２ 

① 

例 

台ばかりの示す値が大きくなるのに対して，ばねののびは一定の割

合で小さくなる。 

② 

ａ 0.5 ｂ 1.5 ｃ 2.0 

ｄ 

例 

ばねが物体を引く力と台ばかりが物体を押す力の合力は，重力

とつり合っている 

問３ ａ 

Ａ 

ア ｂ ウ 

 

問１ スポンジは，加えられる圧力が大きいほど深くへこむ。 

圧力〔Ｐａ〕＝
 面に垂直にはたらく力の大きさ〔Ｎ〕

  力がはたらく面積〔ｍ2〕
より，物体Ｘを，面Ｐを下にしてのせたとき，スポン

ジは最も深くへこむ。 

問３ ａ…横軸を台ばかりが物体から受ける力とするのは，図Ⅵで横軸を台ばかりの示す値〔Ｎ〕とするのと同じ

ことである。したがって，物体Ｘや物体Ｙで図Ⅵと同様のグラフをかけばよい。図Ⅵにおいて，台ばかりの示す

値が０Ｎのときには，ばねが物体を引く力と物体にはたらく重力がつり合っている。このとき，ばねののびは

10cmなので，図Ⅳより，実験２(Ｂ)の物体の重さは，2.0Ｎである。よって，図Ⅵにおいて，ばねののびが０cm

のときには，台ばかりが物体をおす力と重力がつり合っているので，台ばかりの示す値は 2.0Ｎになる。物体

Ｘは重さが１Ｎ，物体Ｙは重さが２Ｎなので，図Ⅳより，ばねののびはそれぞれ５cmと 10cmであり，グラフ

はアとなる。なお，このときの物体Ｙのグラフは，図Ⅵと同じである。 

ｂ…横軸を台ばかりが物体から受ける圧力としたとき，圧力が０Pa のときのばねののびは，力が０Ｎのとき

のばねののびと同じなので，物体Ｘと物体Ｙでは，それぞれ５cmと 10cmであり，グラフは横軸が０のとき

物体Ｙが物体Ｘよりも上にあるアまたはウのどちらかになる。ばねののびが０cmのときには，台ばかりが物

体をおす力と重力がつり合っているので，物体Ｘは重さ１Ｎが面積２cm2に加える圧力，物体Ｙは重さ２Ｎが

面積 10cm2に加える圧力になる。物体Ｙでは，物体Ｘよりも重さが 

 ２倍であるが，面積が５倍の大きさの面で圧力を加えるため，その圧力は物体Ｘの
２

 ５ 
倍であるから，グラフは

ウとなる。 
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【過去問 10】 

Ｍさんは，理科の授業で音の学習を行いました。問いに答えなさい。 

（埼玉県 2020 年度） 

理科の授業場面 

 

 

図１ Ｍさんの声を分析した音の波形 

 

問１ 図１の横軸の１目盛りが 0.01秒のとき，図１の波形の音の振動数は何 Hzか求めなさい。なお，図１のａ

で示した範囲の音の波形を１回の振動とします。 

問２ Ｍさんが図１で表された波形の音よりも高い声を出すと，音の波形はどのようになりますか。次のア～エ

の中から，最も適切なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア  イ  

ウ  エ  
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問１   Hz 

問２  

 

問１ 150 Hz 

問２ ア 

 

問１ 図１では，横軸の２目盛り（0.02秒）の間に３回振動しているので，振動数は，３÷0.02＝150〔Hz〕 
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【過去問 11】 

Ｓさんたちは，音の伝わり方について調べるため，次の実験１，２を行いました。これに関して，あとの問１

～問４に答えなさい。ただし，音は妨
さまた

げられることなく，空気中を一定の速さ 340ｍ/ｓで伝わるものとし，音の

反射は考えないものとします。 

（千葉県 2020 年度 後期） 

実験１ 

先 生：
しん

振
どう

動しし，音を発しているものを  ｘ  とい

い，音さや行政無線放送のスピーカーなどが

あります。 

Ｓさん：以前，音は空気や水などが振動することで伝

わると習いました。 

先 生：そうです。それでは，図１のような装置を用

いて，音さを鳴らして出た音をオシロスコー

プで調べてみましょう。 

Ｓさん：音さを鳴らすと，図２のような音の波形が表

示されました。 

先 生：そうですね。他の音さでも調べてみましょう。 

図１ 

 

図２ 
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実験２ 

Ｓさんは，<方法>のように，Ａ～Ｅさんと，正午に

流れ始める行政無線放送のチャイムのスピーカーの

位置を調べた。なお，スピーカーは１つである。 

<方法> 

１ Ａ～Ｅさんは，同じ高さの５地点にて，それぞれチ

ャイムが聞こえ始めた時刻を記録する。 

２ Ａ～Ｅさんがチャイムを聞いた地点を，図３の地

図上に，それぞれ地点Ａ～Ｅとして記録する。 

３ 図４のように，図３の上に方眼用紙を重ね，地点Ａ

～Ｅを記入し，スピーカーの位置を求める。 

 ただし，方眼用紙の１目もりは，170ｍを表し，スピ

ーカーと地点Ａ～Ｅは，同一水平面上にあるものとす

る。また，図４の地点Ｏ～Ｒは，Ｓさんがスピーカー

の位置を予想した地点である。 

 

図３ 

 

図４ 

 

先 生：みなさんが，それぞれいた地点では，正午から何秒後にチャイムが聞こえ始めましたか。 

Ｃさん：私がいた地点Ｃでは，5.0秒後に聞こえ始めました。 

Ｄさん：私の地点では，8.5秒後でした。 

Ｂさん：Ｃさんがいた地点からスピーカーの位置までの直線距離と，Ｄさんがいた地点からスピー

カーの位置までの直線距離の差は， ｙ  ｍですね。 

先 生：そうなりますね。 

Ｅさん：私の地点では，6.5秒後でした。 

Ａさん：私とＢさんは，チャイムが同時刻に聞こえ始めました。 

Ｓさん：みんなの結果をまとめると，チャイムが流れるスピーカーの位置は， ｚ  となります。 

先 生：そのとおりです。みなさん，よく調べましたね。 

問１ 実験１で，会話文中の  ｘ  にあてはまる最も適当なことばを書きなさい。 
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問２ 振動数が，実験１で使用した音さの
１

 ２ 
倍である音さを鳴らして出た音を，オシロスコープで調べたとき

の波形として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。ただし，ア～エ

の縦軸，横軸の１目もりの大きさは，図２と同じものとする。 

ア  イ  

ウ  エ  

問３ 実験２で，会話文中の  ｙ  にあてはまる数を書きなさい。 

問４ 実験２で，会話文中の  ｚ  にあてはまる位置とし最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，

その符号を書きなさい。 

ア 地点Ｏ イ 地点Ｐ ウ 地点Ｑ エ 地点Ｒ 

 

問１  

問２  

問３   ｍ 

問４  

 

問１ 音源 

問２ ウ 

問３ 1190 ｍ 

問４ イ 

 

問２ オシロスコープで調べたとき，振動数はある時間における波の数で表されるので，ア・イの振動数は図２

と同じ，ウは
１

 ２ 
倍，エは２倍である。なお，振動数は音の高さを表しており，振動数が多いほど高い音にな

る。 

問３ 空気中を伝わる音の速さは 340ｍ/ｓなので，ＣさんとＤさんの距離の差は， 

（8.5－5.0）〔ｓ〕×340〔ｍ/ｓ〕＝1190〔ｍ〕となる。 

問４ ＡさんとＢさんは同時刻にチャイムが聞こえたことから，「スピーカーからＡさん」までの距離と，「スピー

カーからＢさん」までの距離は等しい。したがって，スピーカーの位置はＰ，Ｏ，Ｑのいずれかとなる。また，

Ｃさんは 5.0秒後，Ｄさんは 8.5秒後，Ｅさんは 6.5秒後にチャイムが聞こえているので，スピーカーとの距

離は，Ｃさん＜Ｅさん＜Ｄさんとなる。以上のことから，スピーカーの位置は地点Ｐとなる。 
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【過去問 12】 

次の問いに答えなさい。 

（千葉県 2020 年度 前期） 

問３ 光が，空気中からガラスの中に進むとき，ガラスの中に進む光が，空気とガラスの境界面（境界の面）で

折れ曲がる現象を光の何というか。その名称を書きなさい。 

 

問３  

 

問３ 屈折 
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【過去問 13】 

生徒が，水に関する事物・現象について，科学的に探究しようと考え，自由研究に取り組んだ。生徒が書いた

レポートの一部を読み，次の問いに答えよ。 

（東京都 2020 年度） 

＜レポート３＞ 水面に映る像について 

池の水面にサクラの木が逆さまに映って見えた。そこで，サクラの木が水面に逆さまに映って見える現

象について確かめることにした。 

鏡を用いた実験では，光は空気中で直進し，空気とガラスの境界面で反射することや，光が反射するとき

には入射角と反射角は等しいという光の反射の法則が成り立つことを学んだ。水面に映るサクラの木が逆

さまの像となる現象も，光が直進することと光の反射の法則により説明できることが分かった。 

問３ ＜レポート３＞から，観測者が観測した位置を点Ｘとし，水面とサクラの木を模式的に表したとき，点Ａ

と点Ｂからの光が水面で反射し点Ｘまで進む光の道筋と，点Ｘから水面を見たときの点Ａと点Ｂの像が見え

る方向を表したものとして適切なのは，下のア～エのうちではどれか。ただし，点Ａは地面からの高さが点

Ｘの２倍の高さ，点Ｂは地面からの高さが点Ｘと同じ高さとする。 

ア  イ  

ウ  エ  

 

 

問３        

 

問３ ア 

 

問３ 光の反射の法則より，入射角＝反射角の関係が正しく作図されているものはアとなる。 
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【過去問 14】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2020 年度） 

問３ 右のグラフは，ばねＡ，ばねＢ，ばねＣの

それぞれについて，ばねを引く力とばねのの

びの関係を示したものである。これらのばね

Ａ～Ｃをそれぞれスタンドにつるし，ばねＡ

には 200ｇのおもりを１個，ばねＢには 150ｇ

のおもりを１個，ばねＣには 70ｇのおもりを

１個つるした。おもりが静止したときのばね

Ａののびをａ〔cm〕，ばねＢののびをｂ〔cm〕，

ばねＣののびをｃ〔cm〕とする。このときの

ａ～ｃの関係を，不等号（＜）で示したもの

として最も適するものを次の１～６の中から

一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，

質量 100ｇの物体にはたらく重力を 1.0Ｎと

し，実験でつるしたおもりの重さにおいても

グラフの関係が成立するものとする。また，

ばねＡ～Ｃの重さは考えないものとする。  

１ ａ＜ｂ＜ｃ ２ ａ＜ｃ＜ｂ ３ ｂ＜ａ＜ｃ 

４ ｂ＜ｃ＜ａ ５ ｃ＜ａ＜ｂ ６ ｃ＜ｂ＜ａ 

 

問３ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

問３ ２ 

 

問３ ばねののびは，ばねを引く力の大きさに比例する（フックの法則）。ばねＡは力の大きさが 0.8Ｎのときに４

㎝のびることから，200ｇのおもりを１個つるしたときの力の大きさは 2.0Ｎとなるので，0.8：４＝2.0：aよ

り，a＝10〔cm〕となる。同様にばねＢは，0.8：６＝1.5：bより，b＝11.25〔cm〕。ばねＣは，0.8：12＝2.0：

cより，c＝10.5〔cm〕となる。 
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【過去問 15】 

Ｋさんは，音の性質を調べるために，次のような実験を行った。これらの実験とその結果について，あとの各

問いに答えなさい。 

（神奈川県 2020 年度） 

〔実験１〕 音が出ているブザーを容器の中に入れ密閉したところ，ブザーの音は容器の外まで聞こえた。真

空ポンプを使い，この容器内の空気を抜いていくと，ブザーの音は徐々に小さくなり，やがて聞こえ

なくなった。 

し〔実験２〕 図１のようなモノコードを用意し，ことじとａの間の弦の長さを50cmにした。ことじとａと

の間の弦をはじき，オシロスコープで音の波形を調べたところ，図２のようになった。図２の

縦軸は振幅を，横軸は時間を表している。 

図１  図２  

し〔実験３〕 図１のモノコードのことじとａの間の弦の長さ，弦の太さ，弦を張る強さを変え，ことじと

ａの間の弦を同じ強さではじき，様々な条件で発生した音の振動数を調べた。表は，Ｋさんが

実験結果をまとめたものである。 

表 

条件 弦の長さ〔cm〕 弦の太さ〔mm〕 弦を張る強さ 
発生した音の 

振動数〔Hz〕 

Ⅰ 25 0.6 弱い 600 

Ⅱ 25 0.6 条件Ⅰより強い 800 

Ⅲ 50 0.6 条件Ⅱと同じ 400 

Ⅳ 50 0.6  200 

Ⅴ 50 0.9  400 

Ⅵ 50 0.9  200 

問１ 次の     は，Ｋさんが〔実験１〕と〔実験２〕についてまとめたものである。文中の（ あ ），（ い ），

（ う ）にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものをあとの１～６の中から一つ選び，その番

号を答えなさい。 

〔実験１〕の結果から，真空中で音が（ あ ）ことがわかる。また，〔実験２〕からモノコードの弦を

はじくと，弦の振動が（ い ）として空気中を伝わることがわかる。ヒトが音を聞くことができるのは，

空気中を伝わった振動により耳の（ う ）が振動するためと考えられる。 

１ あ：伝わる い：粒子 う：聴神経 ２ あ：伝わる い：粒子 う：鼓膜 

３ あ：伝わる い：波 う：鼓膜 ４ あ：伝わらない い：波 う：聴神経 

５ あ：伝わらない い：波 う：鼓膜 ６ あ：伝わらない い：粒子 う：聴神経 
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問２ 〔実験２〕においてモノコードの弦をはじくときの条件を次の(ⅰ)，(ⅱ)のように変えたときの音の波形と

して最も適するものをあとの１～４の中からそれぞれ一つずつ選び，その番号を答えなさい。ただし，いず

れもことじとａとの間で弦をはじき，１～４のオシロスコープの１目盛りの値は図２と同じであるものとす

る。 

(ⅰ) 〔実験２〕のことじの位置は変えず，〔実験２〕よりも弦を強くはじいたときの音の波形。 

(ⅱ) ことじの位置を〔実験２〕よりもａの側に近づけ，〔実験２〕と音の大きさが同じになるように弦をはじ

いたときの音の波形。 

１ ２ ３ ４ 

    

問３ 次の     中のＡ～Ｄのうち，〔実験３〕の条件Ⅰ～条件Ⅲの結果から考えられることはどれか。最も

適するものをあとの１～６の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

Ａ 弦の太さと弦を張る強さが同じときは，弦の長さを長くすると音は高くなる。 

Ｂ 弦の太さと弦を張る強さが同じときは，弦の長さを長くすると音は低くなる。 

Ｃ 弦の長さと弦の太さが同じときは，弦を張る強さを強くすると音は高くなる。 

Ｄ 弦の長さと弦の太さが同じときは，弦を張る強さを強くすると音は低くなる。 

１ Ａのみ ２ Ｂのみ ３ ＡとＣ ４ ＡとＤ ５ ＢとＣ ６ ＢとＤ 

問４ 次の     は，〔実験３〕についてのＫさんと先生の会話である。文中の（ Ｘ ），（ Ｙ ）に最も適

するものをあとの１～３の中からそれぞれ一つずつ選び，その番号を答えなさい。 

Ｋさん 「〔実験３〕の条件Ⅳ～条件Ⅵで弦を張る強さの記録をするのを忘れてしまいました。」 

先 生 「それで記録が抜けているのですね。実は，弦の長さと弦を張る強さが同じならば，弦が太い方が

音は低くなります。このことから，〔実験３〕の条件Ⅳ～条件Ⅵでの弦を張った強さを考えること

ができます。では，〔実験３〕の条件Ⅳ～条件Ⅵのうちで，弦を張った力が最も強いものと弱いも

のはそれぞれどれだと考えられますか。」 

Ｋさん 「条件Ⅳ～条件Ⅵで，弦を張った力が最も強いものは（ Ｘ ），最も弱いものは（ Ｙ ）だと

思います。」 

先 生 「そのとおりですね。」 

１ 条件Ⅳ ２ 条件Ⅴ ３ 条件Ⅵ 
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問１ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問２ 
(ⅰ) ① ② ③ ④ 

(ⅱ) ① ② ③ ④ 

問３ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問４ 
Ｘ ① ② ③ 

Ｙ ① ② ③ 

 

問１ ５ 

問２ 
(ⅰ) １ 

(ⅱ) ３ 

問３ ５ 

問４ 
Ｘ ２ 

Ｙ １ 

 

問２ 振幅が大きいほど音は大きく，１秒あたりの振動の回数が多いほど音は高い。 (ⅰ) ことじの位置を変えず

に，弦を強くはじくと，振幅だけが大きくなるので１の波形となる。 (ⅱ) 音の大きさは変えずに，ことじの

位置を近づけると，１秒あたりの振動の回数だけが多くなるので３の波形となる。 

問４ Ⅳ～Ⅵは弦の長さは同じなので，弦の太さと発生した音の振動数から考える。ⅤとⅥでは弦の太さは同じな

ので，振動数が多いⅤの方が弦を張った力は強い。ⅣとⅥでは振動数は同じなので，弦の太さが太いⅥの方が

弦を張った力は強い。よって，弦を張った力が強い順にⅤ＞Ⅵ＞Ⅳとなる。 
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【過去問 16】 

以下の問いに答えなさい。 

（石川県 2020 年度） 

問４ 音について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 音の性質について述べたものはどれか，次のア～エから最も適切なものを１つ選び，その符号を書きなさ

い。 

ア 音は水中でも真空中でも伝わる。 

イ 音は水中では伝わるが，真空中では伝わらない。 

ウ 音は水中では伝わらないが，真空中では伝わる。 

エ 音は水中でも真空中でも伝わらない。 

(2) 自動車が 10ｍ/ｓの速さでコンクリート壁に向かって一直線上を進みながら，音を出した。音がコンクリ

ート壁に反射して自動車に返ってくるまでに１秒かかった。音を出したときの自動車とコンクリート壁との

距離は何ｍか，求めなさい。ただし，空気中の音の伝わる速さを 340ｍ/ｓとし，風の影響はないものとす

る。 

 

問４ 
(1)  

(2)   ｍ 

 

問４ 
(1) イ 

(2) 175 ｍ 

 

問４ (1) 音は，空気や水の振動として伝わっていくので，真空中では伝わらない。 

(2) 音を出したときの自動車とコンクリート壁の距離を x〔ｍ〕とすると，１秒後に反射して音が返ってきた

ときの，10ｍ/ｓの速さで進む自動車とコンクリート壁の距離は x－10〔ｍ〕である。よって，音が出てから

返ってくるまでの１秒間に進んだ距離は，x＋(x－10)＝2x－10〔ｍ〕となる。音は１秒で 340ｍ進むので，

2x－10＝340より，x＝175〔ｍ〕と求められる。 
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【過去問 17】 

太郎さんと花子さんの所属する科学部では，塩酸を使って，次の実験を行った。これらをもとに，以下の問い

に答えなさい。ただし，塩酸の濃度は質量パーセント濃度を表すものとする。 

（石川県 2020 年度） 

[実験Ⅰ] 岩石Ａ，Ｂは，石灰岩，チャートのいずれかである。岩石Ａ，Ｂ

にそれぞれ，５％の塩酸をスポイトで３滴かけたところ，岩石Ａの

み気体が発生した。 

[実験Ⅱ] 図１のように，５％の塩酸が入った水そうに亜鉛板と銅板を入

れたところ，塩酸の中の亜鉛板の表面では気体が発生したが，銅板

の表面では気体が発生しなかった。 

図１ 

 

問４ 実験Ⅱについて，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(2) 太郎さんは，反応のようすを観察していたところ，図２のように液

面を境に亜鉛板も銅板も左にずれて見えることに気づいた。図３は，

太郎さんが点Ｘの位置から水そうの中の銅板を見たとき，銅板の点Ｙ

が点Ｙ’に見えたことを説明するための図である。点Ｙで反射した光

が点Ｘに届くまでの光の道すじを，解答用紙の図にかき入れなさい。

なお，  は，銅板の見かけの位置を表している。また，水そうの

ガラスの厚さは考えないものとする。 

図２ 

 
図３ 

 
 

問４ (2) 

 

 

問４ (2) 
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問４ (2) 右の図のように，まずＸとＹ’を直線（点線）で結び，水そうと

空気の境界と，この直線が交わる点をＰとする。このＰとＹを結んだ直

線が解答となる。これは，Ｙから出た光が，Ｐで屈折し，Ｘに届いたた

めに，ＸからはＹ’の位置にＹがあるように見えることを示している。 
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【過去問 18】 

Ⅰ・Ⅱについて，あとの問いに答えよ。 

（福井県 2020 年度） 

Ⅰ 弦を張る力の大きさと，弦をはじいたときの弦の振動数の関係を調べるために，次の実験を行った。 

〔実験〕 図１のように弦の両端を机とばねばかり

に固定し，コマを使い，はじく弦の長さ

を 1.0ｍに調整した。ばねばかりで弦を

張る力の大きさを 10Ｎずつ変化させて

弦をはじき，このときの弦の振動数を調

べた。次に，はじく弦の長さを 0.50ｍと

0.25ｍに調整し，同様の操作を行った。

図２は，結果をまとめたグラフである。 

図２ 

 

図１  

問１ 下線の部分について，弦の振動数とは何か。簡潔に書け。 

問２ 図２から考えられることとして適当なものはどれか。次のア～ウからすべて選んで，その記号を書け。 

ア 弦を張る力の大きさが同じであれば，はじく弦の長さと振動数は反比例の関係である。 

イ はじく弦の長さが同じであれば，弦を張る力の大きさと振動数は比例の関係である。 

ウ 同じ振動数の音を出すためには，はじく弦が長いほど弦を張る力を大きくしなければならない。 

Ⅱ 空気とガラスの境界での光の進み方について調べるために，次の実験を行った。 

〔実験〕 図３のように直方体のガラスに光を入射し，光の道筋を調べた。光が曲がったところにまち針Ｐ，

Ｑを立て，ガラスを通ったあとの道筋上に点Ａをとった。図４は，実験の様子を真上から見た図

である。 

図３ 図４ 

  

問３ 空気とガラスの境界面で光が曲がる現象を何というか。その名称を書け。 
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問４ 点Ａからまち針Ｐをガラス越しに見たときの見え方として，最も適当なものを，次のア～オから１つ選ん

で，その記号を書け。 

ア イ ウ エ オ 

      

問５ 図４でガラスを右に平行に移動させ，図５のようにガラスの左の

側面に光源装置からの光が入射するようにした。このときの光の道筋

として最も適当なものを，図５のア～カから１つ選んで，その記号を

書け。 

図５ 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ 
弦が単位時間あたりに振動する回数。 

（弦が１秒間に振動する回数。） 

問２ ア，ウ 

問３ （光の）屈折 

問４ エ 

問５ カ 

 

問２ 図２の弦を張る力の大きさが 40Ｎのときに着目すると，弦の長さ 1.0ｍのときは振動数が 200Ｈｚ,0.50ｍのと

きは 400Ｈｚ,0.25ｍのときは 800Ｈｚと，反比例の関係になっていることがわかる。 

問４ 光の屈折が起こるとき，光源は光が進んでくる延長線上にあるように見える。したがって，ガラスで屈折し

た光が目に入るまち針Ｐの下部分（ガラス越しに見える部分）は，まち針Ｑの位置に重なって見える。なお，

まち針Ｐの上部分（ガラス越しに見るのではない，直接見える部分）は，そのままの位置に見える。 

問５ 空気中からガラス中に光が入射するとき，入射角＞屈折角となり，光の道筋は境界面から遠ざかるように進

む。また，ガラス中から空気中に光が入射するとき，入射角＜屈折角となるので，光の道筋は境界面に近づく

ように進む。これらの特徴を満たすものはカとなる。 
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【過去問 19】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（山梨県 2020 年度） 

問１ 光の性質によるさまざまな現象について，(1)，(2)の問いに答え

なさい。 

(1) 空のカップにコインを入れて水をそそぎ，斜め上から見ると，コ

インが浮かんでいるように見える。これは，水中のコインからの光

が水面で屈折するために起こる現象であり，図１は，コインからの

光の道すじを模式的に表している。このときのコインからの光の

道すじとして，最も適当なものを図１のア～エから一つ選び，その

記号を書きなさい。 

図１ 

 

(2) 図２は，鏡の前に立っている観察者が，鏡にうつるある物体を見

ているところを，真上から見たときの模式図である。点Ｐは観察者

の位置を，点Ｑは鏡にうつって見える物体の像の位置を，それぞれ

示している。このとき，実際の物体の位置はどこか，  で記入し

なさい。また，物体からの光が鏡に反射し，観察者に届くまでの道

すじを実線（  ）でかきなさい。 

図２ 

 

問２ 丸底フラスコの球の部分に水を入れたとき，その球の部分は凸レンズに似た性質をもつ。この性質を使い，

次の実験を行った。(1)～(3)の問いに答えなさい。 

〔実験１〕 ① 球の部分の直径が 10㎝の丸底フラスコを用意し，球の部分

に水を入れた。 

② 図３のように，水を入れた球の部分を通して遠くにある校

舎を見ると，凸レンズを通して見たときと同じように，校舎が

はっきりと見えた。 

図３ 

 

〔実験２〕 ① 図４のように，光源と厚紙，球の部分に水を入れた丸底フラスコ，スクリーンを置いた。厚紙

には，図５のような「ヤ」の形を切り抜いている。 

② 厚紙と光源を一緒に動かし，厚紙から丸底フラスコの球の部分までの距離Ｘを表のように変

え，スクリーンにはっきりと像ができるようにスクリーンを動かした。 

③ スクリーンにはっきりと像ができたときの，丸底フラスコの球の部分からスクリーンまでの

距離Ｙを測定し，結果を表にまとめた。 

図４ 図５ 表 

 

 

Ｘ〔cm〕 25 20 15 10 

Ｙ〔cm〕 10 12 15 25 
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(1) 〔実験１〕において，丸底フラスコの球の部分を通して校舎はどのように見えたと考えられるか。最も適

当なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書きなさい。ただし，丸底フラスコの球の中心から観察

者の目までの距離は，この球の部分を凸レンズとしたときの焦点距離よりも長いものとする。 

ア  イ  ウ  エ  

(2) 〔実験２〕において，この丸底フラスコの球の部分を凸レンズとしたときの焦点距離は何㎝か，求めなさ

い。 

(3) 〔実験２〕の装置を使って，Ｘの値を表以外のある距離に変えて実験を行ったところ，スクリーン上に像

ができなかった。次の     は，このときのようすについて述べた文章である。 ⓐ  に当てはまる語句

を書きなさい。また，「焦点」という語句を使って  ⓑ  に入る適当な言葉を書きなさい。 

スクリーン上に像ができなかったとき，スクリーン側から丸底フラスコの球の部分をのぞくと，実

際の「ヤ」より大きな像が確認された。この像 を ⓐ  といい， ⓐ  ができる条件は，厚紙の位

置が，       ⓑ        にあるときである。 

 

問１ 

(1)   

(2) 

 

問２ 

(1)   

(2)   cm 

(3) 

ⓐ   

ⓑ  
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問１ 

(1) エ 

(2) 

 

問２ 

(1) イ 

(2) 10 cm 

(3) 

ⓐ 虚像 

ⓑ 
例 

丸底フラスコの球の部分と焦点の間 

 

問１ (1) 水中から空気中へと進む光は，水中を直進した後，境界面で水面に近づくように屈折し，ふたたび空気中

を直進する。 (2) 実際の物体の位置は，鏡の表面に対して点Ｑと線対称にあたる位置である。点Ｐと点Ｑを

結んだ直線と鏡の面を示す直線が交わる点で，光は入射角と反射角が等しくなるように反射している。 

問２ (2) この〔実験２〕では，いずれも実像ができる。実像では，表のＸ〔cm〕とＹ〔cm〕が等しくなるとき，丸

底フラスコの球の中心から厚紙までの距離や，丸底フラスコの球の中心からスクリーンまでの距離は焦点距離

の２倍となっている。よって，焦点距離は，15＋（10÷２）＝20〔cm〕の半分にあたる 10cmである。 
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【過去問 20】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2020 年度） 

問１ 花子さんは，
きゅう

吸
ばん

盤が壁や天井にはりつくことに興味をもち，次のような実験を行った。 

〔実験１〕図１のように，なめらかな板の表面に吸盤をはりつけ，おもりをつ

り下げた。おもりの質量と吸盤のようすとの関係を表１にまとめた。 

表１ 

 

〔実験２〕図２のように，簡易真空容器のふたの内側のなめらかな面に実験１

で用いた吸盤をはりつけ，おもりをつり下げた。容器内の空気を可能な限

りぬいていったときの，おもりの質量と吸盤のようすとの関係を表２にま

とめた。 

表２ 

 

図１ 

 

図２ 

 

(1) 実験１で，吸盤にはたらく大気圧を表しているものはどれか。最も適切なものを，次のア～エから１つ選

び，記号を書きなさい。ただし，矢印は大気圧を表している。 

ア イ ウ エ 

    

(2) 花子さんは，表１と表２をもとに考えたことを次のようにまとめた。 あ  ～  う  に当てはまる適切な

言葉を，それぞれ書きなさい。 

実験２は実験１と比べて，吸盤がはがれ落ちるときのおもりの質量が  あ  い。これは，容器内の気圧

が  い  くなり，吸盤を押しつける力が  う  くなったためである。 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2020 年度 

39 

(3) 花子さんは，実験の結果から吸盤についてさらに考えた。 

ⅰ 高度０ｍの地点で約 5000ｇのおもりをつり下げたときには

がれ落ちる吸盤を用いて，高度 2000ｍの山頂で，実験１のよう

におもりの質量をかえて実験を行ったとする。この吸盤がはが

れ落ちるおもりの質量は約何ｇか。高度による気圧の変化を示

した図３をもとに，適切なものを，次のア～オからすべて選び，

記号を書きなさい。 

図３ 

 

ア 約 2000ｇ イ 約 3000ｇ ウ 約 4000ｇ エ 約 5000ｇ オ 約 6000ｇ 

ⅱ 吸着する面積が異なる２つの吸盤がなめらかな板にはりついている。面積の大きさ以外は同じ条件で，

２つの吸盤につり下げるおもりの質量を増やしていく。このとき，吸盤がはがれ落ちるようすとして最も

適切なものを，次のア～ウから１つ選び，記号を書きなさい。また，そのように判断した理由を，大気圧

の大きさにふれて説明しなさい。 

ア 面積の大きい吸盤が先に落ちる 

イ 面積の小さい吸盤が先に落ちる 

ウ 両方同時に落ちる 
 

問１ 

(1)  

(2) 

あ   

い   

う   

(3) 

ⅰ   

ⅱ 

記号   

理由  

 

問１ 

(1) エ 

(2) 

あ 例  小さ 

い 例  低 

う 例  小さ 

(3) 

ⅰ ウ，エ，オ 

ⅱ 

記号 イ 

理由 

例 

大気圧の大きさは一定であるため，大気圧を受ける面積が

小さいほど，吸盤が受ける力は小さくなるから 
 
 

問１ (1) 大気圧は，物体が空気に接するあらゆる方向からはたらく。 

(2) 気圧は空気の圧力なので，実験２のように空気をぬくと気圧は小さくなる。 

(3) ⅰ…高度０ｍ（1000hPa）のときに約 5000ｇのおもりで吸盤がはがれ落ちていることから，800hPaで約 4000

ｇ，600hPaで約 3000ｇのおもりで吸盤がはがれ落ちると考えられる。よって，図３から，高度 2000ｍ地

点は約 780hPaなので，約 3900ｇのおもりをつり下げたときにはがれ落ちる。 
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【過去問 21】 

問いに答えなさい。 

（岐阜県 2020 年度） 

問４ 図２のように，水を入れてふたをしたペットボトルを逆さま

にして，正方形のプラスチック板を置いたスポンジの上に立て，

スポンジが沈んだ深さを測定した。表３は，プラスチック板の面

積を変えて行った実験の結果をまとめたものである。 

表３ 

図２ 

 

 プラスチック板の 

面積〔cm2〕 ９ 16 25 36 
 

 スポンジが沈んだ 

深さ〔㎜〕 
14 10 ６ ２ 

 

       

(1) 次の      の①，②に当てはまる正しい組み合わせを，ア～エから１つ選び，符号で書きなさい。 

 表３より，プラスチック板の面積が  ①  ほど，スポンジの変形は大きくなる。プラスチック板が，ス

ポンジの表面を垂直に押す  ②  の大きさを圧力という。スポンジの表面が大きな圧力を受けるとき，ス

ポンジの変形は大きい。 

ア ①大きい ②面全体に働く力 イ ①大きい ②単位面積あたりの力 

ウ ①小さい ②面全体に働く力 エ ①小さい ②単位面積あたりの力 

(2) 図２で，面積が 16cm2の正方形のプラスチック板と，水を入れてふたをしたペットボトルの質量の合計は

320ｇであった。このとき，プラスチック板からスポンジの表面が受ける圧力は何 Paか。ア～エから１つ選

び，符号で書きなさい。ただし，質量 100ｇの物体に働く重力の大きさを１Ｎとする。また，１Pa＝１Ｎ/ｍ

２である。 

ア 0.0005 Pa イ 0.05 Pa ウ 20 Pa エ 2000 Pa 

 

問４ 
(1)   

(2)   

 

問４ 
(1) エ 

(2) エ 

 

問４ (2) 質量 320ｇのプラスチック板＋ペットボトルにはたらく重力の大きさは，3.2Ｎである。また， 

 プラスチック板の面積 16cm2は，
16

 10000 
＝0.0016〔ｍ2〕なので，スポンジの表面が受ける圧力は， 

3.2

 0.0016 
＝2000〔Pa〕となる。 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2020 年度 

42 
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【過去問 22】 

次の問いに答えなさい。 

（静岡県 2020 年度） 

問３ 図１は，異なる高さに同じ大きさの穴をあけた，底のある容器である。この容

器のＡの位置まで水を入れ，容器の穴から飛び出る水のようすを観察する。この

容器の穴から，水はどのように飛び出ると考えられるか。次のア～ウの中から，

適切なものを１つ選び，記号で答えなさい。また，そのように考えられる理由を，

水の深さと水圧の関係が分かるように，簡単に書きなさい。 

図１ 

 

ア 上の穴ほど，水は勢いよく飛び出る。 

イ 下の穴ほど，水は勢いよく飛び出る。 

ウ 穴の高さに関係なく，水はどの穴からも同じ勢いで飛び出る。 

 

問３ 

記号   

理由  

 

問３ 

記号 イ 

理由 水の深さが深いほど水圧が大きくなるから。 

 

問３ 水圧は水の深さに比例して大きくなるので，下にある穴ほど水圧のはたらきが大きい。そのため，下にある

穴ほど勢いよく水が飛び出る。 
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【過去問 23】 

物体にはたらく浮力について調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。ただし，糸の質量は無視で

きるものとする。 

〔実験１〕① 高さ 4.0cm，重さ 1.0Ｎの直方体である物体Ａの上面に糸を取り付け，底面が水平になるよう

にばねばかりにつるした。 

② ビーカーを用意し，ビーカーに水を入れた。 

③ 図１のように，ばねばかりにつるした物体Ａを，底面が水平になるように②のビーカーの水

面の位置に合わせた。 

④ 次に，物体Ａをビーカーに触れないように，底面が水面と平行な状態を保って，図２のよう

に物体Ａの上面が水面の位置になるまで，ゆっくりと沈めた。このときの，水面から物体Ａの底

面までの距離とばねばかりの示す値との関係を調べた。 

⑤ さらに，物体Ａを，底面が水面と平行な状態を保って，図３のように水面から物体Ａの底面

までの距離が 5.0cmとなる位置まで沈めた。 

図４は，〔実験１〕の④の結果をグラフに表したものである。 

図１ 図２ 図３ 図４ 

  

〔実験２〕① 物体Ａをもう１つ用意し，図５のように，２

つの物体Ａをすき間がないよう接着させて，高

さ 8.0cm，重さ 2.0Ｎの直方体である物体Ｂをつ

くり，物体Ｂの上面に糸を取り付け，底面が水平

になるようにばねばかりにつるした。 

② 次に，物体Ｂをビーカーに触れないように，

底面が水面と平行な状態を保って，水の中に沈

めた。 

図５ 

 

次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2020 年度 A） 
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問１ 〔実験１〕の④で，水面から物体Ａの底面までの距離が 1.0cmになったとき，物体Ａにはたらく浮力の大

きさは何Ｎか，小数第１位まで求めなさい。 

問２ 次の文章は，〔実験１〕の④の結果からわかることについて説明したものである。文章中の（ Ⅰ ）に

は下のアとイのいずれかから，（ Ⅱ ）には下のウからオまでの中から，（ Ⅲ ）には下のカからクまで

の中から，それぞれ最も適当なものを選んで，そのかな符号を書きなさい。 

〔実験１〕の④では，水面から物体Ａの底面までの距離が大きくなるほど，ばねばかりの示す値が

小さくなった。これは，物体Ａの底面の位置が水面から深くなるほど，底面にはたらく水圧が（ Ⅰ ）

なり，それに伴って物体Ａの受ける浮力が（ Ⅰ ）なるためである。図２の位置に物体Ａがあると

き，物体Ａにはたらく重力と浮力の大きさを比べると，（ Ⅱ ）ため，その位置で物体Ａが静止した

状態で糸を切ると，物体Ａは（ Ⅲ ）。 

ア 大きく イ 小さく 

ウ 浮力のほうが大きい エ 重力のほうが大きい オ どちらも同じ大きさである 

カ 静止したままである キ 沈んでいく ク 浮き上がる 

問３ 次の文章は，〔実験１〕の⑤の結果について説明したものである。文章中の（ Ⅰ ）には下のアからウ

までの中から，（ Ⅱ ）には下のエからカまでの中から，（ Ⅲ ）には下のキからコまでの中から，それ

ぞれ最も適当なものを選んで，そのかな符号を書きなさい。 

〔実験１〕の⑤で，図３の位置に物体Ａがあるとき，ばねばかりの示す値は（ Ⅰ ）Ｎである。ま

た，水面から物体Ａの底面までの距離が 4.0cm より大きくなっていくとき，ばねばかりの示す値が

（ Ⅱ ）のは，物体Ａの底面にはたらく水圧と，上面にはたらく水圧の（ Ⅲ ）が（ Ⅱ ）ため

である。 

ア ０ イ 0.2 ウ 0.4 

エ 大きくなっていく オ 小さくなっていく カ 変わらない 

キ 積 ク 商 ケ 和 コ 差 

問４ 〔実験２〕の②で，物体Ｂを水の中に沈めたところ，ばねばかりの示す値が 0.8Ｎとなった。このときの，

水面から物体Ｂの底面までの距離は何 cmか，整数で答えなさい。 

 

問１   Ｎ 

問２ Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  

問３ Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  

問４   cm 
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問１ 0.2 Ｎ 

問２ Ⅰ ア Ⅱ エ Ⅲ キ 

問３ Ⅰ イ Ⅱ カ Ⅲ コ 

問４ ６ cm 

 

問１ 浮力は，物体の空気中でばねばかりが示す値と水中でばねばかりが示す値の差により求めることができるの

で，1.0－0.8＝0.2〔Ｎ〕である。 

問３ 浮力は，物体の上面にかかる水圧と底面にかかる水圧の差によって生じるため，物体全体が水の中に入った

後は，どれだけ沈めても物体にかかる浮力は変わらない。 

問４ ばねばかりの示す値が 0.8Ｎのとき，物体Ｂにかかる浮力は 2.0－0.8＝1.2〔Ｎ〕である。図４より，浮力は

水の中にある物体の体積に比例するので，水面から物体の底面までの距離が 1.0cm長くなるごとに 0.2Ｎの浮

力が生じているので，1.2〔Ｎ〕÷0.2〔Ｎ〕＝６〔cm〕となる。 
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【過去問 24】 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2020 年度 A） 

問１ 凸レンズによってできる像について調べるため，次の実験を行った。 

〔実験〕① 図のように，光源，厚紙を立てる台，

凸レンズ，スクリーンを一直線上に並べ，

光軸（凸レンズの軸）とスクリーンが垂

直になるように机の上に立てた。 

② 厚紙を立てる台に，「令」の文字をくり

ぬいた厚紙を取り付け，その像がスクリ

ーンにはっきりと映る位置までスクリ

ーンを動かした。 

図 

 

  なお，厚紙を立てる台の矢印は，厚紙を取り付ける向きを確認するためのものである。 

〔実験〕では，光源側からスクリーンを観察したとき，スクリーンに図の「令」の文字が見られた。このとき，

厚紙は厚紙を立てる台にどのように取り付けられていたか。光源側から見たときの，厚紙を取り付けた向きとし

て最も適当なものを，次のアからクまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 
    

オ カ キ ク 
    

 

問１  

 

問１ ウ 

 

問１ 凸レンズを通してスクリーン上にできる実像は，実際の物体と向きが上下左右が反対になる。 
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【過去問 25】 

たろうさんは，家から花火大会の花火を見ていて，次の①，②のことに気づいた。このことについて，あとの

各問いに答えなさい。 

（三重県 2020 年度） 

① 花火が開くときの光が見えてから，その花火が開くときの音が聞こえるまでに，少し時間がかかる。 

② 花火が開くときの音が聞こえるたびに，家の窓ガラスが
ゆ

揺れる。 

問１ たろうさんが，家で，花火が開くときの光が見えてから，その花火が開く

ときの音が聞こえるまでの時間を，図のようにストップウォッチで計測した

結果，3.5 秒であった。家から移動し，花火が開く場所に近づくと，その時

間が２秒になった。このとき，花火が開く場所とたろうさんとの
きょ

距
り

離は何ｍ

短くなったか，求めなさい。ただし，音が空気中を伝わる速さは 340ｍ/秒と

する。 

図 

 

問２ ①について，花火が開くときの光が見えてから，その花火が開くときの音が聞こえるまでに，少し時間が

かかるのはなぜか，その理由を「光の速さ」という言葉を使って，簡単に書きなさい。 

問３ ②について，次の文は，たろうさんが，花火が開くときの音が聞こえるときに，家の窓ガラスが揺れる理

由をまとめたものである。文中の（ Ｘ ），（ Ｙ ）に入る最も適当な言葉は何か，それぞれ書きなさい。 

音は，音源となる物体が（ Ｘ ）することによって生じる。音が伝わるのは，（ Ｘ ）が次々と伝

わるためであり，このように（ Ｘ ）が次々と伝わる現象を（ Ｙ ）という。 

花火が開くときの音で窓ガラスが揺れたのは，花火が開くときに空気が（ Ｘ ）し，（ Ｙ ）とし

て伝わったためである。 

 

問１   ｍ 

問２  

問３ 
Ｘ   

Ｙ   

 

問１ 510 ｍ 

問２ 音が伝わる速さは，光の速さより遅いから。 

問３ 
Ｘ 振動 

Ｙ 波 
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問１ 音が空気中を伝わる速さは 340ｍ/秒なので，求める距離は， 

340〔ｍ/秒〕×(3.5－２)〔秒〕＝510〔ｍ〕である。 

問２ 花火が開くときの音と光は同時に発生しているが，音が空気中を伝わる速さは，光の速さよりもはるかに遅

いので，花火が開くときは，光が見えてから音が聞こえることとなる。 
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【過去問 26】 

舞子さんは，モノコードとオシロスコープを用いて次の〈実験〉を行った。また，下のまとめは舞子さんが〈実

験〉についてまとめたものの一部である。これについて，問１・問２に答えよ。 

（京都府 2020 年度） 

〈実験〉 

操作① 右のⅠ図のように，モノコードに弦をはり，木片をモノコードと

弦の間に入れる。このとき，弦が木片と接する点をＡ，固定した弦

の一端をＢとする。ＡＢ間の中央をはじいたときに出る音をオシロ

スコープで観測し，オシロスコープの画面の横軸の１目盛りが

0.0005秒となるように設定したときに表示された波形を記録する。 

Ⅰ図 

 

操作② 木片を移動させてＡＢ間の長さをさまざまに変える。ＡＢ間の弦のはる強さを操作①と同じに

なるよう調節し，ＡＢ間の中央を操作①と同じ強さではじいたときに出る音を，操作①と同じ設

定にしたオシロスコープで観測し，表示された波形をそれぞれ記録する。 

 

まとめ 

〈実験〉で記録した音の波形をそれぞれ比較すると，音の波

形の振幅は，ＡＢ間の長さに関わらず一定であることが確認

できた。 

右のⅡ図は，操作①で記録した音の波形であり，音の振動

数を求めると， Ｘ  Hzであった。次に，操作②で記録した

音の波形から，それぞれの音の振動数を求め，ＡＢ間の長さ

と振動数の関係について調べたところ，ＡＢ間の長さ 

Ⅱ図 

 

が  Ｙ  なるほど，音の振動数が少なくなっていることが確認できた。音の高さと振動数の関係をふま

えて考えると，ＡＢ間の長さが  Ｙ  なると，弦をはじいたときに出る音の高さが  Ｚ  なるといえ

る。 

問１ まとめ中の  Ｘ  に入る数値として最も適当なものを，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) 200 (イ) 500 (ウ) 2000 (エ) 5000 

問２ 右のⅢ図は，まとめ中の下線部操作②で記録した音の波形

のうち，Ⅱ図から求めた振動数の半分であった音の波形を表そ

うとしたものであり，図中の点線（ ）のうち，いずれかを

なぞると完成する。答案用紙の図中の点線のうち，その音の波

形を表していると考えられる点線を，実線（ ）で横軸 10

目盛り分なぞって図を完成させよ。ただし，縦軸と横軸の１

目盛りが表す大きさは，Ⅱ図と等しいものとする。 

Ⅱ図 

 

また，まとめ中の  Ｙ ・ Ｚ  に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次の(ア)～(エ)から
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１つ選べ。 

(ア) Ｙ 長く Ｚ 高く (イ) Ｙ 長く Ｚ 低く 

(ウ) Ｙ 短く Ｚ 高く (エ) Ｙ 短く Ｚ 低く 

 

問１ ア   イ   ウ   エ 

問２ 

 

ア   イ   ウ   エ 

 

問１ イ 

問２ 

 

イ 

 

問１ 音の波はⅡ図の４目盛りで１往復しており，１目盛りが 0.0005秒なので，１往復で 

0.0005×４＝0.002〔秒〕かかることがわかる。振動数（Hz）は，１秒間の波の数を表す単位であるので， 

１÷0.002＝500〔Hz〕となる。 

問２ 音の大きさは同じで振動数が半分になるので，波形をかくときは，振幅（波の高さ）は変えずに、４目盛

りで１往復していた波形を８目盛りで１往復する波形にする。モノコードでは，はじく部分の弦の長さを長

くすると音は低くなり，短くすると音は高くなる。音の大きさは，弦をはじく強さで決まる。 
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【過去問 27】 

次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2020 年度） 

問１ 光の性質について，答えなさい。 

(1) 図１は，光がガラスから空気へ進む向きを表している。この

進んだ光の向きとして適切なものを，図１のア～エから１つ

選んで，その符号を書きなさい。 

(2) (1)のように光が異なる物質どうしの境界へ進むとき，境界

の面で光が曲がる現象を何というか，漢字で書きなさい。 

図１ 

 

 

問１ 
(1)  

(2)  

 

問１ 
(1) エ 

(2) 屈折 

 

問１ (1) 光がガラスから空気へ進むとき，入射角＜屈折角となる。 
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【過去問 28】 

物体にはたらく力について調べるために，次の実験１～３を行った。各問いに答えよ。ただし，質量 100ｇの

物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，ばねや糸の質量はないものとする。 

（奈良県 2020 年度） 

実験１ 水平な台の上にスタンドを置き，ばねをつり棒につるした。次に，図１のよ

うに，１個の質量が 20ｇのおもりを，１個から８個まで個数を変えてばねにつ

るし，ばねののびをそれぞれはかった。表１は，その結果をまとめたものであ

る。 

表１ 

図１ 

 

 おもりの数〔個〕 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８  

 ばねののび〔cm〕 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0  

           

実験２ 質量 160ｇで一辺の長さが 5.0cmの立方体である物体Ａと，実験

１で用いたばねを使って，水平な台の上に図２のような装置をつく

り，物体Ａの底面のすべてが電子てんびんの計量皿に接するまでつ

り棒を下げた。この状態から，ゆっくりとつり棒を下げていきなが

ら，ばねののびがなくなるまで，ばねののびと電子てんびんの示す

値との関係を調べた。 

図２ 

 

問１ 実験１で用いたばねを使って，質量 110ｇの物体をつるしたときのばねののびは何 cm になると考えられ

るか。その値を書け。 

問２ 実験２で，ばねののびが 6.0cm のとき電子てんびんの値は 40ｇを示していた。このとき，計量皿が物体

Ａの底面から受けた圧力の大きさは何 Pa か。その値を書け。また，物体Ａの底面のすべてが電子てんびん

の計量皿に接してからばねののびがなくなるまでの間の，ばねののびと電子てんびんの示す値との関係を述

べたものとして，最も適切なものを，次のア～ウから１つ選び，その記号を書け。 

ア ばねののびが小さくなるにしたがって，電子てんびんの示す値は大きくなる。 

イ ばねののびが小さくなるにしたがって，電子てんびんの示す値は小さくなる。 

ウ ばねののびが小さくなっても，電子てんびんの示す値は変わらない。 
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問１   cm 

問２ 
圧力   Pa 

関係   

 

問１ 5.5 cm 

問２ 
圧力 160 Pa 

関係 ア 

 

問１ おもり１個の質量が 20ｇであるので，おもりの数が５個のとき，その質量は 100ｇになり，はたらく重力は

１Ｎである。表１より，このときのばねののびが 5.0cmなので，質量が 110ｇではたらく重力が 1.1Ｎのとき，

フックの法則より，ばねののびは 5.0×1.1＝5.5〔cm〕となる。 

問２ 電子てんびんが 40ｇを示すとき，計量皿が物体Ａの底面から受ける力は 0.4Ｎである。また，一辺の長さが

5.0cm（0.05ｍ）の立方体の，計量皿と接する底面の面積は，0.05×0.05＝0.0025〔ｍ2〕である。よって，圧

力は 0.4〔Ｎ〕÷0.0025〔ｍ2〕＝160〔Pa〕となる。ばねののびが小さくなると，物体Ａをばねが上向きに引

く力も小さくなるので，計量皿が物体Ａから受ける力は大きくなり，電子てんびんの示す値は大きくなる。 
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【過去問 29】 

物体にはたらく圧力について調べるため，実験Ⅰ～実験Ⅲを行った。問１～問７に答えなさい。 

（和歌山県 2020 年度） 

実験Ⅰ 「スポンジにはたらく圧力の違いを調べる実験」 

(ⅰ) 質量が 500ｇの直方体の物体を用意し，この物体の面積の異なる３つの面を面Ａ，面Ｂ，面Ｃと

した（図１）。 

(ⅱ) 直方体の物体の面Ａ，面Ｂ，面Ｃをそれぞれ上にして，図２のようにスポンジの上に置き，スポ

ンジの変形のようすを調べた。 

図１ 直方体の物体 図２ 物体の置き方とスポンジの変形のようす 

  

実験Ⅱ 「水圧や浮力について調べる実験」 

(ⅰ) 直方体の形をした全く同じ容器を２つ用意し，それぞれの容器の中に入れるおもりの数を変え

て密閉し，容器Ａ，容器Ｂとした（図３）。 

(ⅱ) 容器Ａをばねばかりに取り付け，①空気中，②容器が半分水中に沈んだとき，③容器が全部水中

に沈んだときの順で，ばねばかりが示す値をそれぞれ読み取った（図４）。 

(ⅲ) 容器Ｂに替えて (ⅱ)  と同様の操作を行った。 

(ⅳ) 実験結果を表にまとめた（表１）。 

図３ ２つの容器 図４ 測定のようす 

  

表１ 実験結果 

 

実験Ⅲ 「大気圧について調べる実験」 

(ⅰ) フックを取り付けたゴム板をなめらかな面でできた容器の内側に押しつけて，ゴム板と容器の

間の空気を追い出した（図５）。 

(ⅱ) フックに糸でおもりを取り付け，容器を逆さまにしても落ちないことを確認した（図６）。 

(ⅲ) 容器にふたをし，簡易真空ポンプを使って，容器内の空気を少しずつ抜いた（図７）。 
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図５ 容器の内側にゴム板を置

いたようす 

 

図６ 容器を逆さまにした 

ようす 

 

図７ 容器内の空気を 

抜くようす 

 

問１ 圧力の大きさは「Pa」という単位で表される。この単位のよみをカタカナで書きなさい。 

問２ 図１の直方体の物体を２つ用意し，重ね方を変えながら，はみ出さないようにスポンジの上に置いた。ス

ポンジにはたらく圧力が，図２の面Ｃを上にしたときと等しくなるものを，次のア～エの中からすべて選ん

で，その記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

問３ やわらかい雪の上を移動するときに，スキー板をはいて歩くと，足が雪に沈みにくくなる。この理由を実

験Ⅰの結果をふまえて簡潔に書きなさい。ただし，「面積」「圧力」という語を用いること。 

問４ 実験Ⅱで，容器Ａが全部水中に沈んだとき，容器にはたらく水圧のようすを模式的に表したものとして最

も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，ア～エは，容器Ａを真

横から見たものであり，矢印の向きは水圧のはたらく向き，矢印の長さは水圧の大きさを示している。 

ア  イ  ウ  エ  

問５ 次の文は，実験Ⅱの結果を考察したものである。 Ｘ  ， Ｙ  にあてはまる適切な数値をそれぞれ書

きなさい。また， Ｚ  にあてはまる適切な内容を書きなさい。 

容器Ａについて，半分水中にあるときに受ける浮力の大きさは  Ｘ  Ｎで，全部水中にあるときに受

ける浮力の大きさは  Ｙ  Ｎである。 

 また，容器Ｂに替えたとき，容器Ａのときと水中にある部分の体積が同じであれば，受ける浮力の大き

さは   Ｚ   。 

問６ 実験Ⅲ (ⅰ) のとき，ゴム板は大気圧を受けて容器の内側にはりつき，真上に引き上げても容器からはずれ

なかった。このとき，ゴム板が大気から受ける力は何Ｎか，書きなさい。ただし，容器の底の大気圧を1000hPa，

ゴム板の面積は 25cm2とする。また，１hPa は 100Pa である。 

問７ 実験Ⅲ（ⅲ）で，容器内の空気を抜いていくと，ゴム板はおもりとともに容器からはずれて落下した。ゴム

板が落下した理由を，簡潔に書きなさい。ただし，実験器具は変形しないものとする。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５ 
Ｘ Ｙ Ｚ 

   

問６   Ｎ 

問７  

 

問１ パスカル 

問２ イ，エ 

問３ 力のはたらく面積が大きくなると，圧力が小さくなるため。 

問４ エ 

問５ 
Ｘ Ｙ Ｚ 

0.40 0.80 変わらない 

問６ 250 Ｎ 

問７ 
容器内の空気がゴム板を押す力が，おもり，ゴム板，フック，糸には

たらく重力の和よりも小さくなったため。 

 

問１ １ｍ2あたりの面を１Ｎで垂直に押すときの圧力を，１Pa（＝１Ｎ/ｍ2）と表す。 

問２ 同じ直方体を２つ重ねているので，全体の質量はア～エですべて同じで，図２の場合の２倍である。し

たがって，Ｃを上にした場合と比べて，スポンジにふれる面積が２倍になっているものを選ぶ。それぞれ

の面の面積は，面Ａが 0.2×0.1＝0.02〔ｍ2〕，面Ｂが 0.2×0.05＝0.01〔ｍ2〕，面Ｃが 0.1×0.05＝0.005

〔ｍ2〕なので，面Ｂがスポンジに接するイとエがあてはまる。 

問３ スキー板をはいて歩くと足が雪に沈みにくくなったり，接する面積が大きくなるように直方体をスポンジに

置くとスポンジの変形が小さくなったりするように，加わる力が同じ場合，面積が大きくなるほど圧力は小さ

くなる。 

問４ 水圧の大きさは，水面から深くなるほど大きくなる。 

問５ 容器Ａを取り付けたとき，空気中でばねばかりが示す値は 1.00Ｎ，半分水中にあるときは 0.60Ｎ，全部水中

にあるときは 0.20Ｎであることから，半分水中にあるときの浮力は 1.00－0.60＝0.40〔Ｎ〕，全部水中にある

ときの浮力は 1.00－0.20＝0.80〔Ｎ〕である。 

問６ 1000hPaは 100000Pa，25cm2は 0.0025ｍ2である。よって，ゴム板が大気から受ける力は， 

100000〔Pa〕×0.0025〔ｍ2〕＝250〔Ｎ〕と求められる。 

問７ 容器内の空気を抜くと，容器内の気圧が小さくなり，空気がゴム板を押す力も小さくなる。 
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【過去問 30】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2020 年度） 

問１ 次の１～４に答えなさい。 

３ 次の文章の     にあてはまる語は何か，その名称を漢字で答え

なさい。 

図２のように厚いガラスの向こう側にチョークを置くと，直

接チョークが見える部分と，厚いガラスを通して見える部分と

がずれて見えた。この原因となる光の進み方を，光の     と

いう。 

図２ 

 

 

問１ ３  

 

問１ ３ 屈折 

 

問１ ３ 光は，ガラスを通して屈折して目に入る。このとき視覚は，入ってきた光の延長上に物体があると錯覚す

る。 
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【過去問 31】 

ＡさんとＢさんは，消化を促す
い

胃
ちょう

腸
やく

薬にタンパク質を分解する消化酵素が含まれていることを知り，そのは

たらきを調べようと考え，次の作業と実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（山口県 2020 年度） 

胃腸薬と，(ア)タンパク質を主成分とする
だっ

脱
し

脂
ふん

粉
にゅう

乳（牛乳からつくられる加工食品）を用意し，胃腸薬の

はたらきについて次の仮説を立て，下の作業と実験を行った。 

〈仮説Ⅰ〉白くにごった脱脂粉乳溶液は，胃腸薬によって徐々に分解され透明になる。 

［作業］ 

液の「透明の度合い」を測定するために，図１のよ

うな二重十字線をかいた標識板をつくり，図２のよう

にメスシリンダーの底に標識板をはりつけた「装置」

をつくった。 

この装置で透明の度合いを測定する手順を図３のよ

うにまとめた。 

図１ 図２ 

  

図３ 

 

［実験１］ 

① 三角フラスコに水と胃腸薬を入れてよく混ぜ，「酵素液」とした。 

② ビーカーに水 90mL と脱脂粉乳 0.5ｇを入れてよく混ぜ「脱脂粉乳溶

液」とし，図４のように，①の三角フラスコと一緒に 40℃の水を入れ

た水そうに入れた。 

③ 酵素液 10mLを②のビーカーに加え，よく混ぜると同時にストップウ

ォッチのスタートボタンを押した。 

図４ 

 

④ ０分，１分，２分，・・・，10分経過したときに，ビーカーからとった液の透明の度合いを，［作業］

でつくった装置を用いて測定した。 

⑤ 結果を表１にまとめた。透明の度合いは，時間の経過とともに大きくなった。 

表１ 
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ＡさんとＢさんは，さらに，次の仮説を立て，下の

実験を行った。 

〈仮説Ⅱ〉胃腸薬のはたらきの強さは，温度が高い

ほど大きくなる。 

［実験２］ 

① ［実験１］の②の水そうの水温を 50℃，60℃にか

えて，［実験１］と同様の操作を行った。 

② 結果を，［実験１］の結果と合わせて，図５のよう

にまとめた。 

図５ 

 

問２ 脱脂粉乳溶液が白くにごって見えるのは，脱脂粉乳溶液にタンパク質の分子が多数集まってできた粒子

が含まれており，この粒子に光が当たっていろいろな方向にはね返るためである。光がでこぼこした面に当

たって，いろいろな方向にはね返ることを何というか。答えなさい。 

 

問２  

 

問２ 乱反射 
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【過去問 32】 

音についての実験を行った。問１～問５に答えなさい。 

（徳島県 2020 年度） 

 実験１  

図１のように，モノコードの弦のＸの位置をは

じいて出た音を，オシロスコープで調べると，図

２の波形が表示された。図２の縦軸は振幅を，横

軸は時間を表している。 

図１ 図２ 

  

 実験２  

① ＡさんとＢさんが電話で話をしながらそれぞれの家から花火を見ていると，２人には同じ花火の音がず

れて聞こえた。２人はこのことを利用して，音の伝わる速さを調べることにした。 

② ＡさんとＢさんは，花火の打ち上げの合間にそれぞれの時計の時刻を正確に合わせ，花火が再開するの

を待った。 

③ ＡさんとＢさんは，花火が再開して最初に花火の破裂する音が聞こえた瞬間，それぞれの時計の時刻を

記録した。表はそのときの時計の時刻をまとめたものである。 

④ 地図で確かめると，花火の打ち上げ場所とＡさんの家との直

線距離は 2200ｍ，花火の打ち上げ場所とＢさんの家との直線距

離は 4900ｍであった。 

表 

 

問１ 次の文は，音が発生するしくみについて述べたものである。正しい文になるように，文中の（   ）に

あてはまる言葉を書きなさい。 

音は物体が振動することによって生じる。音を発生しているものを（   ），または発音体という。 

問２  実験１  のモノコードの弦を，Ｘの位置で  実験１  より強くはじいたときのオシロスコープに表示さ

れる波形として，最も適切なものをア～エから選びなさい。ただし，ア～エの縦軸と横軸は，図２と同じで

ある。 

ア イ ウ エ 

    

問３  実験１  のとき，モノコードの弦の音の振動数は何Hz か，求めなさい。 
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問４  実験１  で出た音より低い音を出す方法として正しいものを，ア～エからすべて選びなさい。 

ア 弦のはりの強さはそのままで，弦の長さを  実験１  より長くしてＸの位置をはじく。 

イ 弦のはりの強さはそのままで，弦の長さを  実験１  より短くしてＸの位置をはじく。 

ウ 弦の長さはそのままで，弦のはりを  実験１ より強くしてＸの位置をはじく。 

エ 弦の長さはそのままで，弦のはりを  実験１ より弱くしてＸの位置をはじく。 

問５  実験２  でわかったことをもとに，音の伝わる速さを求めた。この速さは何ｍ/ｓか，小数第１位を四

捨五入して整数で答えなさい。ただし，花火が破裂した位置の高さは考えないものとする。 

 

問１  

問２  

問３   Hz 

問４  

問５   ｍ/ｓ 

 

問１ 音源 

問２ イ 

問３ 400 Hz 

問４ ア，エ 

問５ 338 ｍ/ｓ 

 

問２ オシロスコープに表示される波形の縦軸（振幅）が音の大きさ，横軸（振動数）が音の高さを示す。弦の長さ

が同じときに強くはじくと，音の高さは変わらず，音の大きさだけが大きくなる。 

問３ 0.005秒で２回（２往復）振動しているので，振動数は２÷0.005＝400〔Ｈｚ〕となる。 

問４ 低い音を出すには，弦のはりを弱くする，弦の長さを長くする，弦の太さを太くするといった方法がある。 

問５ 花火の打ち上げ場所からＡさんとＢさんの家の距離の差は 4900－2200＝2700〔ｍ〕であり，花火の破

裂する音が聞こえたのは，それぞれ午後８時 20 分 23 秒と午後８時 20 分 15 秒であることから，その差

は８秒である。よって，実験２からわかる音の伝わる速さは， 

2700〔ｍ〕÷８〔秒〕＝337.5〔ｍ/ｓ〕となり，小数第１位を四捨五入して 338ｍ/ｓとなる。 
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【過去問 33】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2020 年度） 

問１ 浮力に関する実験をした。これに関して，あとの(1)，(2)の問いに答えよ。 

実験 図Ⅰのように，高さ 4.0cmの円柱のおもりを，ばねばかりにつるすと 1.1Ｎを示した。次に，おもりを

ばねばかりにつるしたまま，図Ⅱのように，おもりの底を水を入れたビーカーの水面につけた。さらに，ば

ねばかりを下げながら，水面からおもりの底までの距離が 4.0cmになるところまでゆっくりとおもりを沈め

た。図Ⅲは，水面からおもりの底までの距離と，ばねばかりの示す値の関係をグラフに表したものである。 

図Ⅰ 図Ⅱ 図Ⅲ 

 

   

(1) 実験の結果から考えて，水面からおもりの底までの距離と，おもりにはたらく浮力の大きさとの関係を，

グラフに表せ。 

(2) 実験で用いたおもりを，水面からおもりの底までの距離が 7.0cmになるところまで沈めたとき，おもりに

はたらく水圧を模式的に表すとどうなるか。次の㋐～㋓のうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を

書け。 

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 
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問１ 
(1) 

 

(2)  

 

問１ 
(1) 

 

(2) ㋒ 

 

問１ (1) ばねばかりの示す値が小さくなった分だけ，おもりに浮力がはたらいていると考える。  

(2) 水圧の大きさは水深に比例するので，おもりの上部よりも下部の方が水圧は大きい。 
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【過去問 34】 

光と力に関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2020 年度） 

問１ ［実験１］図１のように，正方形のマス目の描かれた厚紙の上

に，透明で底面が台形である四角柱のガラスＸと，スクリーンを置

き，光源装置から出た光の進み方を調べた。図２は，点Ｐを通り点

ＱからガラスＸに入る光ａの道筋を厚紙に記録したものである。次

に，光源装置を移動し，図２の点Ｒを通り点Ｓに進む光ｂの進み方

を調べると，光ｂは，面Ａで屈折してガラスＸに入り，ガラスＸの

中で面Ｂ，Ｃで反射したのち，面Ｄで屈折してガラスＸから出てス

クリーンに達した。このとき，面Ｂ，Ｃでは，通り抜ける光はなく，

全ての光が反射していた。 

図１  

 

(1) 次の文の①，②の｛  ｝の中から，それぞれ適当なもの

を１つずつ選び，その記号を書け。また，③に当てはまる最

も適当な言葉を書け。 

 光がガラスから空気中へと屈折して進むとき，屈折角は

入射角より①｛ア 大きく  イ 小さく｝なる。また，こ

のとき，入射角を②｛ウ 大きく  エ 小さく｝していく

と，下線部のような反射が起こる。この下線部のように反射

する現象を  ③  という。 

図２ 

 

(2) 図２の点ｅ～ｈのうち，光ｂが達する点として，最も適当なものを１つ選び，ｅ～ｈの記号で書け。 

問２ ［実験２］図３のように，質量 80ｇの物体ＥをばねＹと糸でつないで電子て

んびんにのせ，ばねＹを真上にゆっくり引き上げながら，電子てんびんの示す

値とばねＹの伸びとの関係を調べた。表１は，その結果をまとめたものである。

ただし，糸とばねＹの質量，糸の伸び縮みは考えないものとし，質量 100ｇの

物体にはたらく重力の大きさを 1.0Ｎとする。 

(1) 表１をもとに，手がばねＹを引く力の大きさとばねＹの伸びとの関係を表す

グラフをかけ。 

図３ 

 

(2) 実験２で，ばねＹの伸びが6.0cmのとき，

電子てんびんの示す値は何ｇか。 

(3) 図３の物体Ｅを，質量 120ｇの物体Ｆに

かえて，実験２と同じ方法で実験を行っ

た。電子てんびんの示す値が 75ｇのとき，

ばねＹの伸びは何cmか。 

表１ 

電子てんびんの示す値〔ｇ〕 80 60 40 20 ０ 

電子てんびんが物体Ｅから受

ける力の大きさ〔Ｎ〕 
0.80 0.60 0.40 0.20 ０ 

ばねＹの伸び〔cm〕 ０ 4.0 8.0 12.0 16.0 
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問１ 
(1) 

①  ②  

③  

(2)  

問２ 

(1) 

 

(2)   ｇ 

(3)   cm 

 

問１ 
(1) 

① ア ② ウ 

③ 全反射 

(2) ｆ 

問２ 

(1) 

 

(2) 50 ｇ 

(3) 9.0 cm 

 

問１ (1) 屈折角は，光がガラスから空気中へと進むときは入射角より大きくなり，空気中からガラスへと進むとき

は入射角より小さくなる。 
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(2) 光ｂは右の図のように進む。光ａが点Ｑで屈折したの

と同じように光ｂも点Ｓで屈折し，面Ｂと面Ｃで入射

角と反射角が同じになるように反射した後，面Ｄで屈

折してガラスの外に出ていく。ガラスから空気中に出

ていくときの入射角と屈折角の関係は，空気中からガ

ラスに入ってくるときの入射角と屈折角の関係と反対

になる。 
 

問２ (1) 質量 80ｇの物体Ｅにはたらく重力（0.80Ｎ）と，電子てんびんが物体Ｅから受ける力の大きさの差が，物

体ＥがばねＹに引かれる力の大きさである。表１から，ばねＹの伸びが０cmのとき，物体ＥがばねＹに引かれ

る力は 0.80－0.80＝０〔Ｎ〕と求められる。同様に，4.0cmのときは 0.20Ｎ，8.0cmのときは 0.40Ｎ，12.0cm

のときは 0.60Ｎ，16.0cmのときは 0.80Ｎとなる。 

(2) (1)のグラフより，Ｙの伸びが 6.0cmのとき，手がばねＹを引く力は 0.30Ｎ，電子てんびんが物体Ｅから受

ける力の大きさは 0.50Ｎ，電子てんびんの示す値は 50ｇとなる。 

(3) 電子てんびんの示す値が 75ｇのとき，電子てんびんが物体Ｆから受ける力の大きさは 0.75Ｎ，物体Ｆ

にはたらく重力は 1.20Ｎなので，物体ＦがばねＹに引かれる力や手がばねＹを引く力は 1.20－0.75＝

0.45〔Ｎ〕である。(1)のグラフより，このときのばねＹの伸びは 9.0cmである。 
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【過去問 35】 

凸レンズによる
ぞう

像のでき方を調べる実験を行った。下の  内は，その実験の手順と結果である。 

（福岡県 2020 年度） 

【手順】 

① 図１のような装置を準備し，
しょう

焦
てん

点
きょ

距
り

離が 10cm

の凸レンズＡを固定する。 

② フィルター付き
こう

光
げん

源を動かし，Ｘを変化させる

ごとに，スクリーン上に文字Ｆの像がはっきりと

できるように，スクリーンの位置を変える。 

③ 像がはっきりとできたとき，Ｙを測定する。 

④ 凸レンズＡを焦点距離がわからない凸レンズＢ

にとりかえ，②，③の操作を行う。 

図１ 

 

【結果】 

 

問１ スクリーン上に像がはっきりとできたとき，光源側から見たスクリーン上の像の向きを示した図として，

最も適切なものを，次の１～４から１つ選び，番号で答えよ。 

１  ２  ３  ４  

問２ 下の    内は，実験結果を考察した内容の一部である。文中の〔  〕にあてはまる内容を，「焦点距離」

という語句を用いて，簡潔に書け。また，（  ）に，適切な数値を入れよ。 

凸レンズによって像ができるとき，Ｘが短くなるとＹは長くなることがわかる。また，凸レンズＡを用い

た実験で，ＸとＹが〔    〕ことから，凸レンズＢの焦点距離は（  ）cmであると考えられる。 

問３ 図２は，凸レンズＡを用いた実験で，Ｘを 30cmにしたときの，

フィルター付き光源，凸レンズＡ，スクリーンの位置関係を示す

模式図である。Ｐ点を出てＱ点を通った光は，その後，スクリー

ンまでどのように進むか。その光の道すじを，解答欄の図２に

線で示せ。ただし，作図に必要な線は消さずに残しておく

こと。 

図２ 
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問１  

問２ 
内容  

数値  

問３ 

図２ 

 

 

問１ ２ 

問２ 
内容 

例 

焦点距離の２倍のとき，等しくなる 

数値 15 

問３ 

図２ 

例  

 

問１ スクリーン上にできた実像は，上下左右の向きが光源の物体とは逆向きになる。 

問２ ＸとＹがともに焦点距離の２倍になるとき，スクリーン上には光源の物体と同じ大きさの実像ができる。凸レン

ズＢでは，ＸとＹが等しくなるのはそれぞれ30cmのときなので，焦点距離は，30÷２＝15〔cm〕である。 

問３ Ｐから出て凸レンズの中心を通った光は，そのまま直進する。この光がスクリーンに当たった点の位置に，

Ｐから出てＱを通った光や，Ｐから出て光軸に平行に進んだ光も集まる。光軸に平行な光が屈折して光軸と交

わった点が焦点で，凸レンズをはさんで反対側の同じ距離の位置にも焦点がある。 
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【過去問 36】 

次のⅠ，Ⅱの問いに答えなさい。 

（長崎県 2020 年度） 

Ⅰ 太郎さんは，図１のように水平な床の上に置いた体重計の上に両足でのっ

た。 

図１ 

 

問１ 図１の状態において，体重計の示す値は図２のように40kgであった。

太郎さんの両足が体重計に接触している面積を0.02ｍ2とすると，太郎

さんが体重計に加える圧力の大きさは何Paか。ただし，質量100ｇの物

体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

図２ 

 

問２ 太郎さんは体重計からおりて，図３のように床の上に両足で

立ったあと，図４のように片足で立った。次の文は，太郎さんが

床に加える力の大きさと圧力の大きさについて，片足で立ってい

るときと，両足で立っているときとを比べて説明したものであ

る。（ ① ），（ ② ）に適する語句を下の語群から選び，文

を完成せよ。ただし，同じ語句を何度用いてもよい。 

図３ 図４ 

  

片足で立っているときに，太郎さんが床に加える力の大きさは，両足で立っているときと比べて

（ ① ）。また，片足で立っているときに，太郎さんが床に加える圧力の大きさは，両足で立っている

ときと比べて（ ② ）。 

語群  大きくなる  小さくなる  変わらない   

Ⅱ 図５のように，空気中で物体Ａを糸でばねばかりにつるし，ば

ねばかりの示す値を読みとった。次に，図６のように，物体Ａを

すべて水に入れ，ばねばかりの示す値を読みとった。さらに，物

体Ａのかわりに，物体Ａと質量が等しい物体Ｂを用いて，同様に

測定し記録した。表は，ばねばかりの値をまとめたものである。

ただし，糸の質量や体積は考えないものとし，物体Ａ，物体Ｂの

内部に空洞はなく，密度は均一であるとする。 

図５ 図６ 

  

表 

  空気中での値 水中での値  

 物体Ａ １Ｎ 0.8Ｎ  

 物体Ｂ １Ｎ 0.6Ｎ  

問３ 図６の状態で，物体Ａにはたらく浮力の大きさは何Ｎか。 
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問４ 物体Ａ，物体Ｂの密度はどちらが小さいか記号で答えよ。また，その理由を物体Ａ，物体Ｂの「質量」や

「浮力と体積の関係」にふれながら説明せよ。 

 

問１   Pa 

問２ 
①  

②  

問３   Ｎ 

問４ 

密度が小さいのは物体  （      ） 

理由： 

 

問１ 20000 Pa 

問２ 
① 変わらない 

② 大きくなる 

問３ 0.2 Ｎ 

問４ 

密度が小さいのは物体  （  Ｂ  ） 

理由：物体Ａと物体Ｂの質量は等しいが，物体Ｂの方が大きな浮力を受

けているので，物体Ｂの方が体積が大きいから。 

 

問１ 質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとするので，40kg＝400Ｎとなる。よって，太郎さんが

体重計に加える圧力の大きさは，圧力〔Pa〕＝
 力の大きさ〔Ｎ〕

  力のはたらく面積〔㎡〕
より， 

 400〔Ｎ〕

 0.02〔㎡〕
＝20000〔Pa〕となる。 

問２ 問１より，太郎さんの足の裏の面積が左右同じと仮定すると，床に加える力の大きさは同じで，床に接触す

る面積は
 １ 

 ２ 
倍になるので，太郎さんが床に加える圧力の大きさは２倍になると考えらえる。 

問３ 物体にはたらく浮力の大きさは，（空気中でのばねばかりの値）－（水中でのばねばかりの値）で求められる

ので，1.0－0.8＝0.2〔Ｎ〕となる。 

問４ 浮力の大きさは，水中にある物体の体積に比例する。表から，物体Ｂの浮力の大きさの方が物体Ａの浮力の

大きさより大きいので，物体Ｂの方が体積は大きい。密度は質量を体積で割った値なので，質量が同じならば，

体積が大きい物体Ｂの方が密度は小さくなる。 
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【過去問 37】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2020 年度） 

問１ 博樹さんは，物体にはたらく浮力に興味をもち，高さ 4.0cm，重さ 0.50Ｎの直方体と，直径 4.0cm，重さ

1.00Ｎの球体を用いて，浮力を調べる実験を行った。図 24 のように，直方体と球体をそれぞれ糸でばねば

かりにつるし，水を入れた水そうにゆっくりと沈めた。表 25 は，直方体または球体を水に沈めたときの水

面からの深さと，そのときのばねばかりの値を示したものである。ただし，実験で使用する糸の伸び縮みや

重さは考えないものとする。 

図 24  

表 25 

水面からの深さ〔cm〕 ０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 

ばねばかりの値〔Ｎ〕 
直方体 0.50 0.41 0.32 0.23 0.14 0.14 0.14 

球体 1.00 0.95 0.84 0.72 0.67 0.67 0.67 

(1) 直方体の表面にはたらく水圧について，水面からの深さが 5.0cmのときのようすを，最もよく表したもの

はどれか。次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。ただし，ア～エの矢印の長さと向きは，水圧の大

きさと向きを表すものとする。 

ア イ ウ エ 

    

(2) 表 25から，水面からの深さと直方体にはたらく浮力の関係を示すグラフをかきなさい。 
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(3) 表 25から，球体にはたらく力について正しく説明しているものを，次のア～エからすべて選び，記号で

答えなさい。 

ア 水面からの深さが 4.0cmまでは，深さが大きくなるほど糸が球体を引く力は小さくなる。 

イ 水面からの深さが 4.0cmまでは，深さが大きくなるほど球体の重力の大きさは小さくなる。 

ウ 水面からの深さが 4.0cmまでは，球体の浮力の大きさは深さに比例している。 

エ 水面からの深さが 4.0cmから 6.0cmでは，球体の浮力の大きさは変化しない。 

次に図 26のように，４つの球体Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを水に入れ

たところ，Ａ，Ｂは水面に浮き，Ｃ，Ｄは底に沈んだ。球体の

直径はＡ，Ｃが 7.0cm，Ｂ，Ｄが 10.0cmであり，重さは，Ａ，

Ｂが 1.00Ｎ，Ｃ，Ｄが 8.00Ｎである。 

(4) 図 26のＡ～Ｄにはたらく浮力の大きさについて，大きい

方から順に並べたとき，１番目と２番目にくるものをＡ～

Ｄからそれぞれ一つずつ選び，記号で答えなさい。 

図 26 

 

 

問１ 

(1)  

(2) 

 

(3)  

(4) １番目  ２番目  
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問１ 

(1) ウ 

(2) 

 

(3) ア，エ 

(4) １番目 Ｄ ２番目 Ｃ 

 

問１ (1) 水圧は，あらゆる方向から物体にはたらき，その力は水の深さに比例して大きくなる。 

(2) 浮力は，空中でばねばかりが示す値と，水中に物体を入れたときにばねばかりが示す値の差で求めること

ができる。よって，表 25より，直方体にはたらく浮力の大きさは，水面からの深さ 1.0cmから順に，0.09

Ｎ，0.18Ｎ，0.27Ｎ，0.36Ｎ，0.36Ｎ，0.36Ｎとなる。 

(3) イ…物体にはたらく重力の大きさは一定である。ウ…水面から深さが 1.0cm のときにかかる浮力は 0.05

Ｎ，2.0㎝のときは 0.16Ｎと，深さに比例していない。 

(4) 浮力は，水中にある物体の体積に比例するので，物体にはたらく浮力が最も大きいのはＤ，２番目に大き

いのはＣとなる。 
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【過去問 38】 

なお

直
き

樹さんは，音の大小や高低と発音体の振動との関係を学習した後，身近なものでモノコードをつくって実験

を行い，結果を表にまとめた。後の問１～問４に答えなさい。 

（宮崎県 2020 年度） 

〔実験〕 

① 図１のような積み木と，ことじに見たてた木製の三角柱，輪ゴムを使って，図２のように，輪ゴム

全体ののびが均一となるように輪ゴムを１回巻いたモノコードをつくった。モノコードは，三角柱の

間の輪ゴムをはじいて振動を観察するようにした。 

② 図２において，輪ゴムをはじく強さをしだいに強くしていき，音の大きさや高さと輪ゴムの振動の

ようすを調べた。 

③ 図３のように，図２の状態から，三角柱の間の距離を縮めて振動する部分を短くしていき，音の大

きさや高さと輪ゴムの振動のようすを調べた。このとき，輪ゴムをはじく強さや輪ゴム全体ののびは，

変えないようにした。 

④ 図４のように，図２の状態に図１の積み木を足していくことで，輪ゴム全体ののびを均一に大きく

していき，音の大きさや高さと輪ゴムの振動のようすを調べた。このとき，三角柱の間の距離は図２と

同じにし，輪ゴムをはじく強さは変えないようにした。 

図１ 図２ 図３ 図４ 

    

表 

 音の大きさ 音の高さ 輪ゴムの振動のようす 

実験の②：輪ゴムをはじく強さを強くする 大きくなる 変化しない 振幅が大きくなる 

実験の③：振動する部分を短くする 変化しない 高くなる 振動数が多くなる 

実験の④：輪ゴム全体ののびを大きくする 変化しない 高くなる 振動数が多くなる 

問１ 表中の下線部に関して，振動数の単位を答えなさい。 

問２ 実験では，輪ゴムをはじくと同時に音を聞いた。しかし，雷では，光が見えてから少し遅れて音が聞こえ

てくる。雷は音と光が同時に出ているが，雷の光が見えてから少し遅れて雷の音が聞こえてくる理由を，「音

が空気中を伝わる速さは，」の書き出しで，簡潔に書きなさい。 

問３ 表からどのようなことがわかるか。適切なものを，次のア～エからすべて選び，記号で答えなさい。 

ア 音の大小は，輪ゴムの振幅に関係し，振幅が大きいほど大きい音が出る。 

イ 音の大小は，輪ゴムの振動数に関係し，振動数が多いほど大きい音が出る。 

ウ 音の高低は，輪ゴムの振幅に関係し，振幅が大きいほど高い音が出る。 

エ 音の高低は，輪ゴムの振動数に関係し，振動数が多いほど高い音が出る。 
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問４ 直樹さんがまとめた表を見た先生は，直方体の形をした木製の枠組みを持ってきた。図５は，枠組みの点

ａ，ｂ，ｃを通り，輪ゴム全体ののびが均一で，全体の長さが 40cm となるように輪ゴムを１回巻いたとき

の図である。図６は，図５のときの輪ゴムを，枠組みの点ｄ，ｅ，ｆを通り，輪ゴム全体ののびが均一で，

全体の長さが 30cmとなるように１回巻いたときの図である。 

図５ 図６ 
 

 

ａｂ，ｂｃ，ｄｅ，ｅｆ部分をはじいて出る音の高低について，実際に輪ゴムを振動させなくても，表か

ら音の高低を判別できると直樹さんは先生から聞いた。表をもとに，各部分をはじいて出る音の高低につい

て，判別ができる振動部分の組み合わせは４つあると直樹さんは考えた。次の文の  ①  ， 

 ②  に入る適切な振動部分を下のア～エから， ③  に入る適切な理由を下のＡ～Ｆからそれぞれ選び，

記号で答えなさい。ただし，同じ記号をくり返し選んでもよい。また，４つの組み合わせを答える順番は自

由とする。 

 ①  をはじいて出る音の高さは， ②  をはじいて出る音の高さより高いと考えられる。その理由

は， ③  からである。 

【  ①  ， ②  に入る振動部分】 

ア ａｂ部分 イ ｂｃ部分 ウ ｄｅ部分 エ ｅｆ部分 

【  ③  に入る理由】 

Ａ 輪ゴム全体ののびは同じだが，輪ゴムをはじく部分の長さが長い 

Ｂ 輪ゴム全体ののびは同じだが，輪ゴムをはじく部分の長さが短い 

Ｃ 輪ゴムをはじく部分の長さは同じだが，輪ゴム全体ののびが大きい 

Ｄ 輪ゴムをはじく部分の長さは同じだが，輪ゴム全体ののびが小さい 

Ｅ 輪ゴム全体ののびは大きく，輪ゴムをはじく部分の長さは短い 

Ｆ 輪ゴム全体ののびは小さく，輪ゴムをはじく部分の長さは長い 
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問１  

問２ 

音が空気中を伝わる速さは， 

 

問３  

問４ 

組み合わせ 組み合わせ 

① ② ③ ① ② ③ 

      

組み合わせ 組み合わせ 
① ② ③ ① ② ③ 

      

 

問１ 例   ヘルツ 

問２ 

音が空気中を伝わる速さは， 

例 

光の速さと比べると非常に小さいから。 

問３ ア，エ 

問４ 

組み合わせ 組み合わせ 

① ② ③ ① ② ③ 

イ ア Ｂ イ ウ Ｅ 

組み合わせ 組み合わせ 
① ② ③ ① ② ③ 

イ エ Ｃ エ ウ Ｂ 

 

問１ 振動数の単位であるヘルツは，記号 Hzで表される。 

問２ 空気中を進む場合，音の速さはおよそ 340ｍ/ｓ，光の速さはおよそ 30万 km/ｓである。 

問３ 輪ゴムをはじく強さを強くすると，振幅が大きくなり，より大きい音が出る。振動する部分を短くしたり，

輪ゴム全体ののびを大きくして強く張った状態ではじいたりすると，振動数が多くなり，より高い音が出る。 

問４ ａｂ，ｂｃ，ｄｅ，ｅｆの各部分について，全

体ののびとはじく部分の長さをまとめると，右

の表のようになる。全体ののびが同じになって

いるのはａｂとｂｃの組み合わせと，ｄｅとｅ

ｆの組み合わせである。 

 ａｂ ｂｃ ｄｅ ｅｆ 

全体ののび〔cm〕 40 40 30 30 

はじく部分の長さ〔cm〕 15 ５ 10 ５ 

     

 この組み合わせで比べた場合は，それぞれはじく部分が短くなっているｂｃ，ｅｆでより高い音が出る。一

方，はじく部分の長さが同じになっているのはｂｃとｅｆの組み合わせである。この組み合わせでは，全体

ののびが大きくなっているｂｃでより高い音が出る。また，ｂｃとｄｅを比較すると，ｂｃの方が全体のの

びは長く，かつ，はじく部分が短いため，高い音が出る。なお，すべての組み合わせは６通りとなるが，解

答以外の２通り（ａｂとｄｅ，ａｂとｅｆ）は，全体ののびが大きいものが，はじく部分の長さも長くなっ

ている組み合わせであるので，出る音の高低は判別できない。 
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【過去問 39】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2020 年度） 

問１ ひろみさんは，登校前，洗面台の鏡を使って身なりを整えている。なお，

洗面台の鏡は床に対して垂直である。 

１ ひろみさんは，鏡による光の反射の実験を思い出した。その実験では，図

１のように，光源装置から出た光が鏡の点Ｏで反射するようすが観察され

た。このときの入射角はいくらか。 

図１ 

 

２ ひろみさんが図２のように洗面台の鏡の前に立ったとき，ひろみさん

から見て，鏡にうつる自分の姿として最も適当なものはどれか。 

ア イ ウ エ 

    

図２ 

 

３ ひろみさんは，図３のように，手鏡を用いて，正面にある洗面台の鏡に自分の後頭部をうつしている。図

４は，このときのようすをひろみさんの目の位置をＰ，後頭部に位置する点をＱとし，上から見て模式的に

表したものである。Ｑからの光が手鏡，洗面台の鏡で反射して進み，Ｐに届くまでの光の道筋を解答欄の図

に実線（ ）でかけ。なお，作図に用いる補助線は破線（ ）でかき，消さずに残すこと。 

図３  図４  

 

問１ 

１   ° 

２   

３ 
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問１ 

１ 30 ° 

２ エ 

３ 

 

 

問１ １ 入射角の大きさと反射角の大きさはつねに等しいことから，角度はそ

れぞれ図①のようになる。 

２ 鏡にうつって見える範囲は，図②のようになる。鏡にうつって見える

範囲の長さは，鏡の長さの２倍となる。 

図① 
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【過去問 40】 

理佳さんは，先生から「〈実験Ⅰ〉ばねののびと力の関係を調べる。」と，「〈実験Ⅱ〉浮力の大きさについて調

べる。」という課題をもらい実験を行った。しかし，先生の指示とは異なり，ばねののびではなく，ばね全体の長

さを調べてしまった。ただし，ばね全体の長さとは，何もつるしていないときのばねの長さと，ばねののびをあわ

せた長さとする。次の問いに答えなさい。なお，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。また，糸の

重さと体積は無視する。 

（沖縄県 2020 年度） 

〈実験Ⅰ〉 

図１のような装置をつくった。150ｇの密閉容器に，１

個 25ｇのおもりを入れ実験を行った。おもりの個数が２

個，６個，８個のとき，ばね全体の長さがそれぞれ 4.0cm，

5.0cm，5.5cmとなった。 

〈結果〉 

表１ 

 

図１ 

 

問１ 次の文は，ばねにはたらく力とばねののびに関する説明である。（   ）に当てはまる語句を答えなさ

い。 

ばねののびは，ばねを引く力の大きさに比例する。これを（   ）の法則という。 

問２ 次の問いに答えなさい。 

(1) 〈実験Ⅰ〉の〈結果〉をもとに，グラフを作成しなさい。グ

ラフの縦軸は，ばね全体の長さ〔cm〕，横軸は，ばねにはたら

く力の大きさ〔Ｎ〕とする。なお，ばねにはたらく力の大きさ

は，密閉容器とおもりをあわせた重さと等しい。 

 また，グラフは，何もつるしていないときのばねの長さ〔cm〕

まで分かるように作成すること。 

(2) 何もつるしていないときのばねの長さは，何 cm になるか答

えなさい。 
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〈実験Ⅱ〉 

図２のように，〈実験Ⅰ〉と同じ装置とおもりを使い，おもり８個を入れた密閉容器を水に沈ませて，浮

力の大きさを調べた。実験はスタンドの高さを調整して，容器が（a）空気中にあるとき，（ｂ）半分水中に

あるとき，（ｃ）全部水中にあるとき，（ｄ）（ｃ）の状態から容器をさらに深く沈ませたときの順序で操作を行

った。なお，密閉容器内に水は入らず，傾くことなくゆっくり沈んだ。 

図２  

問３ 図２の（ａ）～（ｄ）のばねにはたらく力の大きさの関係について正しく表したものを，次のア～カの中から

１つ選び記号で答えなさい。 

ア ａ＜ｂ＜ｃ＜ｄ イ ａ＜ｂ＜ｃ＝ｄ ウ ａ＜ｂ＝ｃ＝ｄ 

エ ａ＞ｂ＞ｃ＞ｄ オ ａ＞ｂ＞ｃ＝ｄ カ ａ＞ｂ＝ｃ＝ｄ 

問４ 図２（ｃ）のように容器が全部水中にあるとき，ばね全体の長さは 3.5cmであった。このときの浮力の大き

さは何Ｎになるか答えなさい。 

問５ 実験で使われた密閉容器の体積は何 cm3だと考えられるか，次のアルキメデスの原理を参考に，整数で答

えなさい。ただし，水の密度を 1.0ｇ/cm3とする。 

 
アルキメデスの原理 

 
  

水中の物体にはたらく浮力の大きさは，物体の水中にある部分の体積と同じ体積の水にはたらく重力

の大きさに等しい。 
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問１   の法則 

問２ 
(1) 

 

(2)   cm 

問３   

問４   Ｎ 

問５   cm3 

 

問１ フック の法則 

問２ 
(1) 

 

(2) ２ cm 

問３ オ 

問４ ２ Ｎ 

問５ 200 cm3 

 

問２ (1) 密閉容器の質量が 150ｇ，おもり１ おもりの個数〔個〕 ２ ６ ８ 
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個の質量は 25ｇであることから，表１

にばねにつるす物体の質量とばねには

たらく力の大きさを加えてまとめる

と，右のようになる。 

密閉容器とおもりをあわせた質量〔ｇ〕 200 300 350 

ばねにはたらく力の大きさ〔Ｎ〕 ２ ３ 3.5 

ばね全体の長さ〔cm〕 4.0 5.0 5.5 

(2) (1)より，ばねにはたらく力が１Ｎ増加すると，ばね全体の長さが１cmのびていることから，ばねにはたら

く力が０Ｎの場合，ばねののび２cm分を引いた値となる。よって，何もつるしていないときのばねの長さ

は，4.0－2.0＝2.0〔cm〕となる。 

問３ 物体を水中に入れたとき，水中にある物体の体積に比例した浮力が生じるので，浮力の大きさ分，ばねには

たらく力は小さくなる。よって，ａ＞ｂ＞ｃとなる。また，ｃとｄはどちらも物体が完全に水中に入っている

ため，さらに深く沈ませても浮力の大きさは等しく，ｃ＝ｄとなる。 

問４ 表１から，おもり８個を入れた密閉容器をばねにつるしたときのばね全体の長さは 5.5cm で，図２(ｃ)のとき

のばね全体の長さは 3.5cmなので，ばねののびの差 5.0－3.5＝2.0〔cm〕分の浮力が物体にかかっていると考

えられる。問２から，このばねは１Ｎの力で 1.0cmのびるので，ばねののび 2.0cm分の浮力の大きさは２Ｎと

なる。 

問５ 問４から，物体全体が水中にあるときの浮力の大きさが２Ｎで，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎ

とすると，「アルキメデスの原理」より，物体の水中にある部分の体積と同じ体積の水の質量は 200ｇである。

また，水の密度を 1.0ｇ/cm3とするので，質量 200ｇの水の体積は 200cm3となる。 

 

 


